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成人式

　１月３日、３２０人の新成人が祝福を受けま

した。

　会場で久々に会った人たちは、男性は凛々し

く、女性は美しく大人びた姿に、お互い少し照

れくさそうにしていました。それぞれのこの日

の思いを忘れることなく、大人への階段を上っ

ていってください。（P２に関連記事）



【
中
村
地
域
】

　

中
村
地
域
の
成
人
式
は
、市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
で
15
時
か
ら
行
わ
れ
、男
性
１
４
０
人
、女
性
１

５
０
人
、計
２
９
０
人
の
新
成
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
ま
ず
新
成
人
た
ち
が
生
ま
れ
た
年
の
広
報
や
出
来
事
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
が

流
れ
、次
に
中
学
校
ご
と
の
卒
業
写
真
が
一
人
ず
つ
流
れ
る
と
、会
場
は
一
気
に
ヒ
ー
ト
ア
ッ

プ
し
、
歓
声
が
沸
き
起
こ
り
ま
し

た
。そ
の
後
、市
長
か
ら
新
成
人
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈
ら
れ
、
新
成
人

は
静
粛
に
市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

将
来
は
四
万
十
市
へ
帰
っ
て
来

る
人
も
、そ
う
で
な
い
人
も
、こ
の

日
ば
か
り
は
同
じ
気
持
ち
で
大
人

へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。
新
成
人
の
皆
さ
ん
の
今
後
の

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

【
西
土
佐
地
域
】

　

西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー

ル
を
会
場
に
10
時
30
分
か

ら
開
催
さ
れ
、対
象
者
34
人

の
う
ち
30
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
、最
初
に
新
成

人
一
人
ひ
と
り
が
自
己
紹

介
と
し
て
近
況
報
告
や
今

後
の
進
路
な
ど
を
話
し
、そ

の
後
、市
長
を
始
め
中
学
校

時
代
の
恩
師
や
新
成
人
保

護
者
代
表
な
ど
か
ら
の
心

温
ま
る
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、西
土
佐
会
場
恒
例

と
な
っ
た「
２
分
の
１
成
人

式
」
で
は
、
西
土
佐
小
学
校

の
４
年
生
（
10
歳
）
６
人
の

参
加
が
あ
り
、全
員
が
将
来

の
夢
を
発
表
し
、会
場
が
温

か
い
雰
囲
気
と
な
り
ま
し

た
。式
典
の
最
後
に
は
新
成

人
た
ち
の
幼
少
時
代
か
ら

の
写
真
や
、保
護
者
代
表
な

ど
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ビ

デ
オ
が
上
映
さ
れ
、記
念
写

真
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

　

心
温
ま
る
成
人
式
と
な

り
ま
し
た
。
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毎月第1日曜日は「四万十市自主防災の日」
来月は3月1日（日）平成26年度四万十市防災標語「人の輪を　広げてつなぐ　地域の防災」

　

１
月
４
日
（
日
）
、
安
並
市

民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
新
春
恒
例
の
消
防
出

初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
団
員
の
士
気
の
高

揚
、
指
揮
統
率
お
よ
び
現
場

規
律
の
徹
底
、
機
械
器
具
操

作
の
熟
知
、
団
員
相
互
の
親

睦
等
を
目
的
と
し
て
毎
年
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
Ｊ
Ａ
高
知
は

た
駐
車
場
（
右
山
）
か
ら
安
並

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ま

で
の
区
間
を
消
防
車
両
が
パ

レ
ー
ド
走
行
し
、
そ
の
後
の

式
典
で
は
団
長
訓
示
や
優
良

団
員
の
表
彰
、
人
員
お
よ
び

機
械
器
具
点
検
等
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
水
車
公
園

へ
移
動
し
て
一
斉
放
水
を
行

い
ま
し
た
。

　

左
記
に
該
当
す
る
方
で
、耐
震
診
断
や
耐
震
工
事
等
を
お
考
え

の
方
を
対
象
に
、四
万
十
市
内
の
耐
震
診
断
士
が
お
住
ま
い
の
耐

震
対
策（
工
事
内
容
や
費
用
等
）に
つ
い
て
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

市
で
設
け
て
い
る
住
宅
耐
震
化
補
助
事
業
に
つ
い
て
も
ご
説

明
し
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日
　

時
　

２
月
28
日（
土
）10
時
〜
15
時

◆
場
　

所
　

市
役
所
　

本
庁
　

１
階
ロ
ビ
ー

◆
対
象
者

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
ま
で
に
着
工
さ
れ
た
市
内
の
木
造
住
宅

　

に
お
住
ま
い
の
方
、す
で
に
市
の
事
業
で
あ
る
耐
震
診
断
を
受

　

診
さ
れ
た
方

◆
主
　

催
　

（
社
）高
知
県
建
築
士
事
務
所
協
会
中
村
支
部

◆
共
　

催
　

四
万
十
市

※

ま
た
、
２
月
27
日
（
金
）
〜
３
月
１
日
（
日
）
の
３
日
間
、
市
役
所

　

１
階
ロ
ビ
ー
に
お
い
て
、
県
内
の
高
校
・
専
門
学
校
・
大
学
・
大

　

学
院
生
に
よ
る
建
築
デ
ザ
イ
ン
作
品
の
展
示
を
行
っ
て
い
ま

　

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
の
大
規
模
災
害
に
備
え
、中
村
地
区
へ
防

災
活
動
拠
点
施
設
を
建
設
し
ま
し
た
。当
施
設
は
甚
大
な
津
波
被

害
が
予
想
さ
れ
る
下
田
・
八
束
・
東
山
地
区
や
液
状
化
、火
災
が
心

配
さ
れ
る
市
街
地
に
お
い
て
、
迅
速
か
つ
重
点
的
な
復
旧
・
救
援

活
動
を
行
う
た
め
の
拠
点
施
設
で
す
。

　

ま
た
、
当
施
設
は
消
防
団
の
中
村
分
団
第
３
、
４
班
の
屯
所
機

能
も
有
し
て
お
り
、
日
頃
よ
り
消
防
団
、
自
主
防
災
会
の
皆
さ
ま

に
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、地
震
の
際
に
も
迅
速
な
対
応
が
可

能
と
な
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
で
す
。

　

２
箇
所
の
施
設
に
は
、
詰
め
所
や
備
蓄
倉
庫
の
ほ
か
、
災
害
時

で
も
使
用
で
き
る
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
や
震
度
５
以
上
で
自
動

解
除
す
る
防
災
キ
ー
ボ
ッ
ク
ス
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

（
市
）地
震
防
災
課
　

☎（
３
５
）２
０
４
４

四
万
十
市
消
防
出
初
式
を
行
い
ま
し
た

木
造
住
宅
耐
震
相
談
会
の
ご
案
内

防
災
活
動
拠
点
施
設
が
完
成
し
ま
し
た

災害に備えて ～防災活動の紹介等～
消防団車両が更新されました
　昨年の12月24日（水）に、消防
団東山分団の消防車両が最新型
に更新され、市役所で引渡式が
行われました。（写真）
　今後は有事をはじめ、訓練や
啓発活動等、住民の安全・安心確
保のため活用していきます。

式典（安並スポーツセンター）一斉放水（水車公園）

完成した防災活動拠点施設（中村地区2箇所）

防災キーBOX

右山元町1丁目

（中村分団第4班屯所機能含む）

中村一条通4丁目

（中村分団第3班屯所機能含む）

災害用

マンホールトイレ
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民
部
地
区
に

　
　
　

集
会
所
が
で
き
ま
し
た

　

12
月
に
民
部
地
区（
有
岡
）の
集
会
所
が
完
成
し
ま
し

た
。

　

建
築
に
あ
た
っ
て
は
地
区
が
主
体
と
な
り
、
平
成
26

年
度
四
万
十
市
ふ
る
さ
と
暮
ら
し
支
援
事
業
で
の
助
成

が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
地
域
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
福
祉
や
防
災

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）環
境
生
活
課
　

☎（
3
5
）4
1
4
7　

市
制
施
行
・
合
併
10
周
年
を
迎
え
ま
す

　

平
成
17
年
４
月
10
日
に
中
村
市
と
西
土
佐
村
が

合
併
し
誕
生
し
た
四
万
十
市
は
、
平
成
27
年
４
月

10
日
で
市
制
施
行
・
合
併
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
こ
れ
を
祝

い
、さ
ら
な
る
一
体
感
を
醸
成
し
、今
後
の
四
万
十

市
の
飛
躍
と
発
展
の
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
次
の

と
お
り
四
万
十
市
制
施
行
・
合
併
10
周
年
記
念
事

業
を
行
い
ま
す
。事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、そ
の

都
度
こ
の
広
報
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
一

緒
に
10
周
年
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
テ
ー
マ

　

「
人
が
輝
き
、夢
が
生
ま
れ
る
　

悠
久
と
躍
動
の
ま
ち
　

四
万
十
市
」

●
実
施
期
間
　

平
成
27
年
４
月
１
日（
水
）〜
平
成
28
年
３
月
31
日（
木
）

●
予
定
し
て
い
る
記
念
事
業

　

・
記
念
式
典
お
よ
び
四
万
十
市
表
彰（
４
月
10
日
）

　

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
の
公
開
放
送（
５
月
24
日
）

　

・
原
付
バ
イ
ク
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
作
製

　

・
四
万
十
市
産
業
祭

　

・
記
念
誌
の
発
行

　

・
そ
の
他
冠
事
業（※

）等

　

※

冠
事
業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　

民
間
団
体
等
が
行
う
イ
ベ
ン
ト
・
大
会
な
ど
に
つ
い
て
「
四
万
十
市
制

　

施
行
・
合
併
10
周
年
記
念
」
の
冠
名
を
付
け
て
実
施
い
た
だ
け
る
方
を
募

　

集
し
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課
　

行
政
管
理
係
　

☎（
3
4
）1
8
0
4

四
万
十
市
農
業
委
員
会

委
員
選
挙

　

平
成
27
年
４
月
９
日
で
任
期
満
了
と
な
る

四
万
十
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

■
選
挙
の
期
日（
投
票
日
）
　

３
月
22
日（
日
）

■
選
挙
期
日
の
告
示
日
　
　

３
月
15
日（
日
）

■
選
挙
す
べ
き
委
員
数
　
　

21
人

■
立
候
補
予
定
者
等
事
前
説
明
会

　

立
候
補
予
定
者
、
推
薦
届
出
者
の
方
は
、
ご

出
席
く
だ
さ
い
。

　

日
　

時
　

２
月
20
日（
金
）
　

10
時
〜

　

場
　

所
　

市
役
所
３
階
会
議
室

　
　
　
　
　

（
３
０
３
〜
３
０
５
）

　

持
参
す
る
も
の

　
　

立
候
補
予
定
者
ま
た
は
、説
明
会
出
席
者

　
　

の
印
鑑

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎（
３
４
）１
７
８
４
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地
域
づ
く
り
人
事
業

地
域
づ
く
り
人
事
業

き
し

　

A
N
A
総
合
研
究
所
の
来
住
で
す
。

　

「
誰
に
で
も
笑
顔
で
応
対
す
る
と
八
方
美
人

と
思
わ
れ
る
の
で
嫌
で
す
」

　

先
日
、
あ
る
接
遇
研
修
で
受
講
者
の
方
か
ら

こ
の
よ
う
な
お
声
が
あ
り
ま
し
た
。
誰
に
で
も

良
い
顔
を
す
る
と
信
頼
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
不
安
が
生
ま
れ
る
の

は
当
然
で
す
。
そ
の
不
安
は
、
そ
の
方
の
仕
事
に

対
す
る
真
剣
さ
と
プ
ロ
意
識
の
現
わ
れ
だ
と
思

い
ま
し
た
。
そ
の
時
は
明
確
な
回
答
も
で
き
な

い
ま
ま
で
し
た
が
、
あ
れ
か
ら
八
方
美
人
の
笑

顔
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

八
方
美
人
と
は
、
周
囲
か
ら
嫌
わ
れ
た
く
な

い
か
ら
誰
に
で
も
愛
想
を
よ
く
し
、
何
に
で
も

同
調
、
妥
協
す
る
の
で
か
え
っ
て
相
手
に
不
信

感
を
与
え
る
た
め
、
あ
ま
り
良
い
意
味
で
は
使

わ
れ
ま
せ
ん
。
実
際
、
自
分
が
八
方
美
人
と
呼
ば

れ
て
い
た
ら
悲
し
く
な
り
ま
す
。
で
す
が
、
八
方

美
人
の
笑
顔
は
「
誰
に
で
も
」
で
は
な
く
、
あ
る

特
定
の
人
に
対
し
て
良
い
顔
を
す
る
の
で
反
感

を
か
う
の
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
る
特
定
の
人
と

は
、
上
司
や
取
引
先
な
ど
、
自
分
に
利
益
の
あ
る

人
で
す
。
見
て
い
る
側
が
「
私
に
は
笑
顔
は
な
い

が
、
上
司
に
は
笑
顔
だ
」
と
感
じ
れ
ば
「
あ
の
人

は
八
方
美
人
だ
」
と
い
う
言
葉
が
で
て
く
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
接
遇
の
笑
顔
と
は
、
相
手
へ

の
心
遣
い
で
す
か
ら
、
全
て
の
人
へ
分
け
隔
て

な
く
、
上
司
や
取
引
先
は
も
ち
ろ
ん
、
部
下
や
知

ら
な
い
人
に
も
笑
顔
で
接
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

見
て
い
る
側
は
「
感
じ
の
良
い
人
」
と
認
識
す
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
接
客
業
で
は
八
方
美
人
も

あ
り
な
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
お
客
さ
ま
は
自
分

た
ち
に
利
益
を
も
た
ら
す
人
で
す
。
利
益
を
も

た
ら
す
お
客
さ
ま
に
、
笑
顔
は
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

た
だ
し
、
こ
ち
ら
の
お
客
さ
ま
に
は
笑
顔
な

の
に
、
あ
ち
ら
に
は
笑
顔
で
は
な
い
と
な
る
と
、

印
象
が
悪
く
な
り
、
こ
れ
が
良
く
な
い
方
の
八

方
美
人
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ど

の
お
客
さ
ま
に
も
公
平
に
笑
顔
で
対
応
す
る
八

方
美
人
は
接
客
業
で
は
「
プ
ロ
」
と
呼
ば
れ
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
答
え
は

あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ま
は
ど
う
お
考
え
に
な
り

ま
す
か
。

　

笑
顔
と
は
本
当
に
奥
深
い
も
の
で
す
ね
。

未
利
用
間
伐
材
な
ど
の
有
効
活
用
を
！

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
開
始

〜
未
利
用
間
伐
材
な
ど
を
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
と
し
て
活
用
し
、森
林
の

整
備
・
活
性
化
を
図
り
ま
し
ょ
う
！
〜

　

高
知
西
南
中
核
工
業
団
地（
宿
毛
市
）に
建

設
中
で
あ
っ
た
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施

設
と
木
質
ペ
レ
ッ
ト
製
造
施
設
が
こ
の
度
完

成
と
な
り
、
１
月
27
日
に
竣
工
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

当
施
設
は
、
こ
れ
ま
で
山
林
へ
捨
て
ら
れ

て
い
た
間
伐
材
な
ど
を
発
電
用
や
ペ
レ
ッ
ト

の
原
材
料
と
し
て
有
効
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
、森
林
資
源
の
活
用
に
よ
る
林
業
振
興
、エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

森
林
の
所
有
者
や
自
伐
林
家
の
方
で
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
用
に
伐
採
し
た

い
場
合
は
、森
林
の
伐
採
に
は
必
ず
事
前
の
届
出
が
必
要
で
す
の
で
、ま
ず
は

農
林
課
ま
た
は
西
土
佐
林
業
分
室
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
届
出
な
く
伐
採
し

た
木
材
は
受
入
困
難
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
発
電
用
に
持
ち
込
む
場
合
は
併
せ
て
バ
イ
オ
マ
ス
証
明
書
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
伐
採
届
と
同
時
に
市
で
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

木
材
の
持
ち
込
み
方
法
や
買
い
取
り
価
格
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
㈱

グ
リ
ー
ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
【
伐
採
の
届
出
お
よ
び
バ
イ
オ
マ
ス
証
明
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
　
　

庁
）農
　
　

林
　
　

課
　

☎（
３
４
）１
１
１
８

　

（
総
合
支
所
）西
土
佐
林
業
分
室
　

☎（
５
２
）１
１
１
１

【
木
材
の
持
ち
込
み
方
法
や
買
い
取
り
価
格
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
】

㈱
グ
リ
ー
ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
　

☎
０
８
０（
６
３
８
２
）０
９
２
５
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住民税（市県民税）・国民健康保険税の申告はお早めに！
申告の受付は２月16日（月）～３月16日（月）までです

■申告が必要な人
　次のいずれかに該当する方は、確定申告をする必要がなくても住民税の申告書を提出しなければな
りません。
　◇平成27年1月1日現在で四万十市に居住している人のうち平成26年中に営業・保険外交・農林漁業・
　　利子・配当・不動産・譲渡・一時所得・雑所得などがあった人
　◇給与所得者で次に該当する人
　　①給与所得のほかに農業・不動産・配当所得などがあった人
　　②年末調整を受けていない、または、年末調整後に内容に変更がある人
　　③勤務先から市へ給与支払報告書が提出されていない人
　◇その他
　　無収入および非課税収入（遺族年金、障害年金など）のみの人で、市内同一世帯の人の扶養親族に
　　なっていない人
　※確定申告（国税の申告）が必要な場合は、四万十市では申告期間中に限り、市職員による申告相談
　　を受け付けています。
　　申告の内容（高度な判断を要する等）によっては、中村税務署でのご相談（申告）となります。

■申告が不要な人
　１．所得税の確定申告書(還付申告書を含む)を提出された人 
　２．給与収入のみの人で､勤務先から市へ年末調整済みの｢給与支払報告書｣が提出されている人 
　３．年金・恩給などの公的年金等のみで、医療費控除や生命保険料控除などの各種控除を受けない人
　４．前年中に収入がなく市内同一世帯内の人の扶養となっている人
　※所得がなかった人でも申告がないと、国民健康保険の加入者は、国民健康保険税の『低所得者に対
　　する軽減措置』の適用を受けることができない場合があります。
　　また、国民年金保険料の免除申請、公営住宅、児童扶養手当、医療費助成、金融機関などへの各種
　　申請等に必要な所得（課税）証明の交付ができません。

■申告に必要なもの
　◇印鑑
　◇源泉徴収票または支払調書（給与・公的年金など・個人年金・報酬など）
　◇満期保険金など一時金の支払内訳書
　◇営業所得や農業所得、不動産所得などがある場合、収入、経費が分かる明細書や領収書およびそれ
　　らを基に作成した収支内訳書

■各種控除を受ける場合の必要書類
　◇医療費控除…医療費の領収書および保険金など補てん金額のわかるもの
　◇社会保険料控除…申告者および生計を共にする配偶者や親族にかかる保険税・料（国保税・国民年
　　金保険料・任意継続保険料など）の納付・控除証明書または領収書
　◇生命保険料控除…申告者および扶養親族名義の一般生命保険・個人年金保険支払証明書
　◇地震保険料控除…地震保険料および旧長期損害保険料支払証明書
　◇寄附金控除…受領書または証明書
　◇障害者控除…障害者手帳、療育手帳、障害者控除対象者認定書※など
　※障害者控除対象者の認定について　税法上の障害者控除は、通常「身体障害者手帳」等を交付され
　　ている人などについて認められていますが、手帳の交付を受けられていない人でも、年齢65歳以
　　上で介護保険の要介護認定（要介護度1～5）を受けられた人は、税の障害者控除の対象となる場合
　　があります。申告時に介護保険被保険者証を提示してください。なお、所得税の確定申告には、｢障
　　害者控除対象者認定書｣が必要です。
　【障害者控除対象者認定書申請場所】（本　　庁）福祉事務所 社会福祉係　☎（３４）１１２０
　　　　　　　　　　　　　　　　　（総合支所）福祉分室（保健課内）　　 ☎（５２）１１３２
　◇住宅借入金等特別控除…家屋･土地の登記簿謄本または抄本、家屋･土地の売買契約書、住民票の写し、
　　年末残高証明書など ▼

次ページへ続きます
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【問い合わせ先】（本　　庁）税務課市民税係　☎（34）1112（直通）・（34）1111（内線2102～2106）
　　　　　　　（総合支所）西土佐税務分室　☎（52）1111（代表）

■収入が公的年金のみの人へ
　収入が公的年金のみで、次のいずれかに該当する人は住民税の申告が必要な場合がありますので、

「公的年金等の源泉徴収票」をご確認ください。
　①年金機構等に扶養親族等申告書が未提出で、配偶者控除、扶養控除、障害者控除および寡婦（夫）控
　　除を受けていないため控除の追加のある人
　②源泉徴収票に記載されている社会保険料控除（公的年金から引かれている分）以外の各種控除の
　　追加がある人

　

軽
自
動
車
税
は
月
割
課
税
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
４
月
２
日
以
降
に
廃
車
や
譲
渡
し
て
も
、
４

月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
、そ
の
年
度
分
の
税
金

は
全
額
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

既
に
車
両
を
処
分
し
て
い
て
も
、廃
車
等
の
手

続
き
を
し
な
い
と
軽
自
動
車
税
は
課
税
さ
れ
た

ま
ま
に
な
り
ま
す
。

　

所
有
状
況
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、速
や
か

に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
手
続
き
の
対
象
と
な
る
事
例

●
市
外
か
ら
の
転
入
、も
し
く
は
市
外
へ
の
転
出

●
車
両
を
譲
り
渡
し
た
、も
し
く
は
譲
り
受
け
た

●
車
両
を
解
体
処
分
し
た

●
故
障
な
ど
の
理
由
で
車
両
を
使
用
し
な
い
ま

ま
放
置
し
て
い
る

●
車
両
の
盗
難
被
害
に
遭
っ
た

●
車
両
、も
し
く
は
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
紛
失

し
た

●
所
有
者
が
死
亡
さ
れ
た
ご
家
族

な
ど

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
本
　
　

庁
）税
務
課 

市
民
税
係

　

☎（
３
４
）１
１
１
２

（
総
合
支
所
）西
土
佐
税
務
分
室

　

☎（
５
２
）１
１
１
１

･印鑑  ･ナンバープレート

･検査証（届出済証）  ･自賠責保険証

･新旧所有者の印鑑

･新所有者の住民票（1部3カ月以内）

･検査証（届出済証）  ･自賠責保険証

･印鑑  ･住民票（1部3カ月以内）

･検査証（届出済証）  ･自賠責保険証

届出に必要なもの

廃　車

名義変更

住所変更

　　　届出先（軽自動車協会・運輸局関係）

軽二輪

(125cc超250cc以下）

軽自動車

（三輪・四輪）

二輪小型自動車

（250cc超）

高知県軽自動車協会

高知市長浜3106‐3

☎088（842）4311

高知運輸支局

高知市大津乙1879‐1

☎050（5540）2077

･印鑑  ･車名  ･車台番号  ･排気量

･印鑑  ･ナンバープレート

･新旧所有者の印鑑

･ナンバー等の登録内容が分かるもの

（例：標識交付証明書、自賠責保険証等）

･印鑑  ･ナンバープレート

･印鑑  ･車名  ･車台番号  ･排気量

　　　　　　　　届出先（市役所関係）

原動機付自転車

（125cc以下、

ミニカー）

小型特殊自動車

（農耕作業用、

その他フォーク

リフト等）

（本庁）税務課 市民税係

☎（34）1112

（総合支所）西土佐税務分室

☎（52）1111

軽
自
動
車
税
は

毎
年
４
月
１
日
現
在
の

所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
！

〜
軽
自
動
車
・
原
動
機
付
自
転
車
等
の

廃
車
や
名
義
変
更
の
手
続
き
は

３
月
末
ま
で
に
〜

登　録

廃　車

名義変更

ナンバー変更

車体変更

届出に必要なもの
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平成26年分 所得税・消費税・贈与税の確定申告のご案内

■確定申告会場の案内
　中村税務署では、次の期間中、所得税、個人事業者の消費税および贈与税の申告会場を設置しております。
　◆設置場所：中村税務署（所在地　四万十市中村新町四丁目4番地）
　◆開設期間：2月16日(月)～3月16日(月)（土・日曜日および祝日を除く）
　◆受付時間：８時30分～16時まで
　※申告相談は、9時から17時まで行っていますが、申告書の作成等に時間を要しますので、申告会場には16時
　　までにお越しください。

税務署からのお知らせ

12
月
15
日
〜
１
月
14
日

12
月
15
日
　

12
月
市
議
会
定
例
会（
〜
17
日
）

　
　
　
　
　

地
区
懇
談
会（
〜
24
日
）

　
　

16
日
　

西
土
佐
地
区
区
長
会

　
　

18
日
　

い
や
し
の
里
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　

式
典

　
　

19
日
　

中
筋
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭

　
　

21
日
　

四
万
十
市
雇
用
創
造
促
進
協
議
会
　

成

　
　
　
　
　

果
品
公
開
セ
ミ
ナ
ー

　
　

23
日
　

読
売
中
村
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

　
　

24
日
　

東
山
分
団
へ
の
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積

　
　
　
　
　

載
車
引
渡
し
式

　
　

25
日
　

産
業
振
興
に
係
る
幡
多
信
用
金
庫
と
の

　
　
　
　
　

包
括
協
定
式

　
　
　
　
　

消
防
組
合
議
会

　
　
　
　
　

環
境
施
設
組
合
議
会

　
　

26
日
　

仕
事
納
め
式（
本
庁
、消
防
署
）

　
　

29
日
　

年
末
特
別
警
戒
巡
視（
竹
屋
敷
、蕨
岡
、富

　
　
　
　
　

山
、中
村
１
班
・
６
班
）

　
　

30
日
　

年
末
特
別
警
戒
巡
視（
西
土
佐
地
区
）
　

１
月
３
日
　

成
人
式（
中
村
、西
土
佐
）

　
　

４
日
　

消
防
出
初
式

　
　

５
日
　

幡
多
公
設
地
方
卸
売
市
場
初
市
式
典

　
　
　
　
　

仕
事
始
め
式（
本
庁
、支
所
）

　
　
　
　
　

中
村
商
工
会
議
所
新
年
互
礼
会

　
　

６
日
　

高
知
県
庁
ほ
か（
高
知
市
）

　
　

８
日
　

内
閣
官
房
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本

　
　
　
　
　

部
事
務
局
訪
問（
東
京
）

　
　

10
日
　

四
万
十
カ
ッ
プ
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

　
　
　
　
　

高
知
県
防
衛
協
会
新
年
互
礼
会（
高
知
市
）

　
　

13
日
　

四
万
十
市
の
道
路
整
備
を
進
め
る
女
性

　
　
　
　
　

の
会
勉
強
会

　
　

14
日
　

有
岡
地
区
要
望
受

　
　
　
　
　

間
崎
地
区
要
望
受

　
　
　
　
　

地
域
審
議
会

市
長
日
誌

　　・「所得の内訳」の表は、「所得の
種類」、「支払者の氏名・名称等」、

「収入金額」、「源泉徴収税額」を
必ず記載してく ださい。

　　・「社会保険料控除」欄は、支払っ
た保険料の金額を必ず記載し
てください。

　　・「生命保険料控除」欄の各欄は、
支払った保険料の合計金額を
必ず記載してください。

　　・「障害者控除」欄は、障害者に該
当する方の氏名を必ず記載し
てください。

　※税額の計算は、所得税のほか復
　　興特別所得税の計算が必要なこ
　　とにご留意ください。

【問い合わせ先】　中村税務署　☎（35）2135

■確定申告書作成に当たっての留意事項

記載漏れに
ご注意！

　※確定申告書第二表の記載に当たっては、特に以下の点に注意してください。
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　景色や風景という言葉は日本人が古くから使って

きたものですが、“景観”という言葉には少し耳慣れな

い感じがするかもしれません。景観という言葉を分解

してみると、景色など眺められる“対象”を指す「景」と

いう文字と、それを眺める“主体”である人間の感性を

示す「観」という文字が組み合わさってできています。

自然の風景や街並みと、それを眺める人間の両方が

あって初めて成立するのが“景観”なのです。

　12月号・１月号の２回にわたって四万十川条例に掲げる目標を達成するために、四万十市で行われてい
るさまざまな取り組みについてご紹介をしました。これらは、主に四万十川の“環境”に関するものでした
が、今回は四万十川の“景観”に注目したお話です。

最後の清流を後世に
第5回：四万十川の景観

【問い合わせ先】 （市）観光課　四万十川対策係　☎（34）1170

【景観ってなんだろう】

　四万十市では四万十川の美しい

景観をみなさんと一緒に守り、また

育てていきたいと考えています。そ

こで「四万十川景観計画『四万十川

の環境デザイン』」を策定し、四万十

川の景観に関する目標や取り組み

の方向性を示しています。

　この計画では、四万十川の魅力を「流域の森林資源に代表される豊かな自然環境によって創り出された“生命

を育む力”であり、人と川とのかかわりにより傑出された文化的景観」と表現しています。そして、この魅力を未

来へ伝えていくための方法として、森林資源や内水面漁業資源の育成、流域の森林・土地の開発行為の制限など

を挙げ、みんなで協力し取り組んで行こうと呼びかけているのです。

　皆さんが好きな四万十川の景観はどういうものですか？ぜひ、この機会に考えてみてください。

【四万十川が目指すのはどんな姿？】

～　景観計画に掲載されている四万十川の特徴的な景観(抜粋) ～

四万十川景観計画は平成
２０年に策定されました。
四万十市公式ホームペー
ジの行政情報>各種計画
よりご覧になれます。

川と共に生きるための知恵 沈下橋 四季折々の伝統漁法 日本有数の規模を誇る汽水域
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恒
例
の
中
村
地
域
の
体
育
は
じ
め

「
新
春
は
し
り
ぞ
め
」を
１
月
３
日
に

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
は
し
り
ぞ
め
は
、
年
末
年
始

の
運
動
不
足
を
解
消
し
、
心
地
よ
い

汗
を
思
い
っ
き
り
流
し
て
い
た
だ
く

こ
と
と
今
年
一
年
間
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
元
気
に
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

天
候
に
恵
ま
れ
、
３
６
７
人
の
参

加
者
は
元
気
に
中
村
小
学
校
を
ス

タ
ー
ト
し
、
約
１
２
０
０
ｍ
を
走
り

き
り
ま
し
た
。

　

走
っ
た
後
は
、
お
楽
し
み
抽
選
会

を
行
い
、
賞
品
が
当
た
っ
た
参
加
者

は
、
疲
れ
も
忘
れ
て
大
変
う
れ
し
そ

う
で
し
た
。

新
春
は
し
り
ぞ
め

　

12
月
16
日
（
火
）
、
古
津
賀
地

区
の
住
民
・
企
業
・
施
設
等
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
約
60
人
に
よ
り
、

古
津
賀
中
央
線
の
歩
道
整
備
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
歩
道
整

備
は
、
毎
年
皆
さ
ん
で
協
力
し

て
実
施
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。
当
日
は
前
日
の
雪
の
影
響

も
あ
り
気
温
が
と
て
も
低
く
、

参
加
者
の
方
々
は
寒
さ
で
手
や

耳
を
真
っ
赤
に
し
な
が
ら
歩
道

に
飛
び
出
た
枝
を
切
っ
た
り
、

花
壇
の
草
な
ど
を
刈
り
と
っ
た

り
し
て
い
ま
し
た
。
寒
い
中
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

古
津
賀
中
央
線

　
　
　

歩
道
整
備

第
46
回
読
売
中
村
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

　

12
月
23
日
（
火
）
に
、
恒
例
の
読
売
中
村
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
大
会
は
、仲
間
づ
く
り
と
住
民

の
体
力
向
上
お
よ
び
健
康
管
理
を
目
的
に
、
昭
和
44
年
か

ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
幡
多
郡
内
を
は
じ
め
、
室
戸
市
、
高
知
市
や
愛

媛
県
か
ら
前
回
を
大
き
く
上
回
る
申
し
込
み
が
あ
り
、

3
1
7
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
、
３
㎞
、
５
㎞
、10
㎞
の
コ
ー
ス

で
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

【入賞者（敬称略）】

大会記録
 10′07″
（34回）
 10′52″
（42回）
 9′49″
（25回）
 10′39″
（42回）
 9′20″
（36回）
 9′59″
（41回）
 15′45″
（39回）
 16′55″
（43回）
 31′06″
（27回）
 31′27″
（26回）

1位
斉原　優生
  11′14″
沖村　優心
  11′26″
門田　雄誠
  10′08″
中覀　未来
  11′13″
山口昂志朗
  9′32″
濵口　菜月
  10′45″
西村　譲治
  17′14″
早川　由花
  19′59″
矢野　雄大
  32′05″
田中　智也
  33′39″

2位
田村　諒優
  11′14″
山本　ゆい
  11′27″
櫻内　新也
  10′12″
福田　サラ
  11′23″
亀井　　陸
  9′39″
西　　杏実
  11′21″
明神　良房
  17′22″
二宮　萌実
  20′40″
千屋　祐太
  32′50″
泉　　智史
  35′35″

3位
藤岡　賢生
  11′14″
新谷　美玲
  11′54″
久保偉央吏
  10′23″
宮地　陽菜
  11′36″
森　　大志
  9′42″
福田　夏鈴
  11′47″
中平　伸幸
  18′06″
酒井　優衣
  20′43″
武内　英介
  33′03″
有光　　浩
  36′10″

種目

小学男子の部（3km）

小学女子の部（3km）

中学男子1年の部（3km）

中学女子1年の部（3km）

中学男子2・3年の部（3km）

中学女子2・3年の部（3km）

壮年の部（5km）

高校女子・一般女子の部（5km）

高校男子の部（10km）

一般男子の部（10km）
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四万十市制施行・合併10周年記念
第26回 四万十川リバーサイドフルウォーク第26回 四万十川リバーサイドフルウォーク第26回 四万十川リバーサイドフルウォーク

SHIMANTO            RIVER SIDE
         FULL            WALK

■ボランティアスタッフ募集

　全国からの参加者とふれあいながら、大会を支えていただくスタッフを募集します。ご応募お待ちしてい

ます。

日　　程　4月4日（土）・5日（日）
集合場所　市民スポーツセンター
対 象 者　高校生以上
　　　　　※18歳未満の人は保護者の承諾書が必要です。
募集人数　先着50人
募集締切　2月27日（金） 17時まで
業務内容　参加者受付等の運営補助
説 明 会　3月下旬に開催予定
支 給 品　スタッフジャンパー、お弁当　
　　　　　※すでにスタッフジャンパーをお持ちの人はご遠慮ください。
申込方法　電話でお申し込みください

日　時
4月4日(土)
9時出発

(受付8時～8時30分)

4月5日（日）
8時出発

(受付7時～7時30分)

コース名
新ごり※
あかめ※
くじら
あゆ※
ふじ

てながえび
かわせみ

距離
10km
16km
29km
17km
19km
23km
30km

（バス移動）

（バス移動）

（バス移動） 四万十大橋
四万十大橋

くじらの見える丘
佐田沈下橋
高瀬沈下橋
三里沈下橋
口屋内沈下橋

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

→
→

→

ルート

問い合わせ・申込先 四万十川リバーサイドフルウォーク実行委員会（市民スポーツセンター内）　☎（34）2071

※パンフレットは市役所1階ロビーにもあります。ご遠方の人はご請求ください。送付します。

■参加者募集

　あなたも全国からの参加者と一緒に、四万十川沿いを歩きながら春を満喫しませんか。
　4月4日の「新ごりコース」「あかめコース」、4月5日の「あゆコース」に参加される市内在住の人は、無料で参
加できます。ただし、参加賞はなく完歩証のみとなります。

日　　程　4月4日（土）・5日（日）  ※雨天決行
集合場所　市民スポーツセンター
コ ー ス

参 加 料　一般：2,000円　高校生以下：1,000円　1日参加でも2日参加でも同額です。
　　　　　※印のコースは、市内在住の人に限り無料で参加できます。
昼　　食　1食600円（要事前申込）
申込期限　2月27日（金）

　

昨
年
８
月
26
日
、赤
鉄
橋
元
の
渡
川
緑
地

に
て
、増
水
し
た
四
万
十
川
を
遊
泳
中
に
流

さ
れ
、渦
か
ら
出
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
少

年
を
（
公
財
）
四
万
十
市
公
園
管
理
公
社
の

職
員
が
発
見
し
、現
場
に
い
た
８
人
が
連
携

し
て
救
助
し
ま
し
た
。

　

こ
の
救
助
に
つ
い
て
、（
公
財
）四
万
十
市

公
園
管
理
公
社
の
職
員
を
代
表
し
て
小
笠

原
由
夫
さ
ん
に
11
月
27
日
に
中
村
警
察
署

長
よ
り
、ま
た
１
月
９
日
に
高
知
県
警
察
本

部
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

四
万
十
川
で
少
年
救
助

公
園
管
理
公
社
職
員
に

感
謝
状
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市
で
は
、放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ（
学
童
保
育
）で
勤
務
す
る
放
課
後
児

童
指
導
員
お
よ
び
放
課
後
子
ど
も
教
室（
子
ど
も
教
室
）で
勤
務
す
る

教
育
活
動
推
進
員
の
登
録
者（
パ
ー
ト
職
員
）を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
小
学
校
区
に
あ
る
学
童
保
育
お
よ
び
子
ど
も
教
室
は
、
保
護

者
が
労
働
な
ど
に
よ
り
、昼
間
家
庭
に
い
な
い
児
童
を
対
象
に
、授
業

終
了
後
や
長
期
休
業
日
等
（
春
・
夏
・
冬
休
み
）
に
生
活
の
場
を
確
保

し
、適
切
な
遊
び
や
指
導
を
行
い
児
童
の
健
全
育
成
を
図
る
と
と
も

に
、事
業
を
通
し
て
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

学
童
保
育
お
よ
び
子
ど
も
教
室
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
会

が
中
心
に
な
り
運
営
委
員
会
等
を
組
織
し
て
行
っ
て
い
ま
す
が
、
四

万
十
市
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、放
課
後
児
童
指
導
員
お
よ
び
教
育

活
動
推
進
員
と
し
て
勤
務
で
き
る
方
の
募
集
・
登
録
を
行
い
、必
要
と

し
て
い
る
市
内
小
学
校
区
に
あ
る
各
運
営
委
員
会
へ
、
生
涯
学
習
課

か
ら
適
宜
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

■
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、生
涯
学
習
課
で
配
布
す
る「
四
万
十
市 

　

放
課
後
児
童
指
導
員
・
教
育
活
動
推
進
員
登
録
票
」に
必
要
事
項
を

　

記
入
の
う
え
、生
涯
学
習
課
ま
で
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
登
録
後
、雇
用
の
必
要
が
あ
る
市
内
小
学
校
区
の
各
運
営
委
員
会

　

に
適
宜
紹
介
し
、各
運
営
委
員
会
か
ら
直
接
、面
接
日
程
等
調
整
の

　

ご
連
絡
を
い
た
し
ま
す
。

　

（
雇
用
条
件
な
ど
は
各
小
学
校
区
の
運
営
委
員
会
に
よ
っ
て
異
な

　

り
ま
す
）

※

業
務
内
容
等
、詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
】

　

（
市
）教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課
　

☎（
3
4
）7
3
1
1

放
課
後
児
童
指
導
員
・

教
育
活
動
推
進
員
の
登
録
者
募
集

　10月30日（木）に中村中学校で実際の選挙に使用している投票箱、投票記載台を用いた『模擬選挙』を実施
しました。
　最近の各種選挙において、投票率が低下傾向にあることから、将来の有権者である中学生に選挙を身近に
感じ、関心を高めてもらうため、学校と連携して、生徒会役員選挙を実際の投票に近いかたちで行いました。
　体験した生徒からは、「小学校の時の選挙とは全く違って、ニュースなどで見る選挙と同じだったので少
し緊張しました。今回の投票はすごく貴重な経験になりました。」「今回、選挙をリアルにやってみて、大変
だったけど、選挙はやっぱり必要だと思いました。大人になったら必ず投票に行きます。」「本格的な投票で
少し大人に近づいてきたと思いました。ぜひ来年も実施してもらって、来年の１年生にもこの感じを経験し
てもらいたいです。今年の生徒会役員選挙は、本当に良い選挙でした。」と感想を話してくれました。
　生徒たちには今回のこの経験を生かして、初めて選挙に行くときにも、「よく知らない」「だれに投票して
いいのかわからない」という意識ではなく、「投票のことは知っている」「選挙に行こう」という意識を持って
くれることを期待しています。

若者の投票率アップの取り組み
～未来のために、みんなで投票、みんなで参加！～

若者の投票率アップの取り組み
～未来のために、みんなで投票、みんなで参加！～

立候補者等が生徒会に入ってがんば
りたいことやいい学校にしたいなど
の思いを演説しました。

選挙人名簿と照合して、投票用紙を
受け取ります。

投票記載台で、投票用紙に記載します。

投票管理者と投票立会人の面前で、
自ら投票箱に投函します。

選挙管理委員会より当選者に当選証
書の付与を行いました。

中村中学校で模擬選挙中村中学校で模擬選挙中村中学校で模擬選挙

●立会演説会 ●投票用紙の交付

●投票用紙の投函 ●当選証書付与式

●投票
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中
村
南
小
学
校
で
は
、
毎
年
行
わ
れ
る

地
域
安
全
パ
レ
ー
ド
へ
の
鼓
笛
隊
の
参
加

や
、
毎
月
３
回
の
職
員
、
地
域
住
民
、
保
護

者
に
よ
る
交
通
安
全
街
頭
指
導
、
児
童
に

よ
る
校
門
前
で
の
交
通
安
全
指
導
と
あ
い

さ
つ
運
動
、
毎
月
の
児
童
会
主
催
の
通
学

路
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
、
児
童
の
横
断
歩
道

で
の
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
お
礼
の
あ
い
さ
つ

な
ど
、
年
間
を
通
し
て
交
通
安
全
の
推
進

に
関
す
る
取
り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
、
交
通
安
全
思

想
の
高
揚
と
交
通
秩
序
の
確
立
に
貢
献
し

て
い
る
と
し
て
、
四
国
管
区
警
察
局
長
な

ら
び
に
、
四
国
交
通
安
全
協
会
長
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

中
村
南
小
の
交
通
安
全

へ
の
取
り
組
み
に
感
謝
状

　

い
じ
め
防
止
に
向
け
て
の
関
心

と
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

市
立
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
に
よ

る
、い
じ
め
防
止
標
語
の
コ
ン
ク
ー

ル
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
西

土
佐
中
学
校
３
年
の
津
野
仁
来
さ

ん
の
作
品
が
最
優
秀
に
選
ば
れ
、他

の
優
秀
作
品
と
と
も
に
１
月
14
日

に
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
標
語
に
つ
い
て
は
、い
じ

め
防
止
啓
発
の
懸
垂
幕
に
使
用
し

市
役
所
に
掲
示
す
る
ほ
か
、今
後
の

い
じ
め
防
止
活
動
に
活
用
し
て
い

き
ま
す
。

〜
い
じ
め
防
止
標
語
　

最
優
秀
作
品
〜

児童代表、校長の教育長への報告にて

地域安全パレードへの鼓笛隊の参加

「
お
も
い
や
る 

小
さ
な
言
葉
で 

い
じ
め
ゼ
ロ
」

優
秀
賞

「
や
め
よ
う
よ 
人
が
悲
し
む 

そ
の
言
葉
」

　
　
　
　
　
　
　

下
田
小
学
校
　

６
年
　

山
本 

和
佳

「
変
え
よ
う
よ 

相
手
の
な
み
だ 

う
れ
し
さ
に
」

　
　
　
　
　
　
　

中
村
小
学
校
　

６
年
　

今
城 

遥
夢

「
ど
う
し
た
の 

こ
え
を
か
け
る
よ 
あ
の
こ
に
も
」

　
　
　
　
　
　
　

具
同
小
学
校
　

１
年
　

宮
地 
美
風

「
い
じ
め
た
ら 

相
手
も
自
分
も 

傷
つ
く
よ
」

　
　
　
　
　
　
　

大
用
中
学
校
　

３
年
　

坂
本 

知
也

市教委だより

入
選
作
品

学
校
名

竹
島
小

東
山
小

蕨
岡
小

大
用
小

利
岡
小

川
登
小

八
束
小

東
中
筋
小

中
筋
小

中
村
南
小

西
土
佐
小

下
田
中

中
村
中

蕨
岡
中

後
川
中

大
川
筋
中

八
束
中

東
中
筋
中

中
筋
中

中
村
西
中

学
年３５５

５
・
６

５２５５６４６１２２３１１３１３

標
　

語

友
だ
ち
を
　

今
よ
り
も
っ
と
　

大
切
に

い
じ
め
た
子
　

の
ち
に
い
じ
め
の
　

い
た
さ
知
る

な
く
そ
う
よ
　

い
じ
め
し
た
っ
て
　

楽
し
く
な
い

ち
ょ
っ
と
ま
て
!!
　

そ
れ
で
い
い
の
か
　

そ
の
行
動

い
じ
め
は
ね
　

相
手
も
自
分
も
　

き
ず
つ
け
る

言
い
方
を
　

少
し
考
え
　

つ
た
え
よ
う

く
ら
い
顔
　

笑
顔
に
変
え
よ
う
　

声
か
け
て

一
人
で
も
　

仲
間
は
ず
れ
を
　

へ
ら
そ
う
よ

い
じ
め
は
ね
　

悪
の
と
び
ら
の
　

入
り
口
だ

悪
口
で
　

心
の
花
が
　

か
れ
る
か
も

救
い
の
手
　

さ
し
の
べ
て
あ
げ
て
　

だ
れ
に
で
も

い
じ
め
で
は
　

し
て
も
さ
れ
て
も
　

傷
を
負
う

Ｓ
Ｏ
Ｓ
　

こ
ど
く
の
穴
か
ら
　

助
け
出
そ
う

「
や
め
ろ
う
や
」
　

声
に
だ
し
て
　

意
味
を
持
つ

何
気
な
い
　

そ
の
一
言
が
　

引
き
金
に

嫌
に
な
る
　

見
て
み
ぬ
ふ
り
を
　

す
る
自
分

い
じ
め
な
ど
　

言
語
道
断
　

人
と
し
て

学
級
で
　

手
を
と
り
あ
っ
て
　

輪
を
つ
く
ろ
う

勇
気
出
し
　

声
を
か
け
た
ら
　

笑
顔
咲
く

大
丈
夫
？
　

そ
の
一
言
で
　

救
わ
れ
る

児
童
生
徒
名

南
雲
　

虎
士
郎

佐
竹
　

里

福
留
　

直
輝

５
・
６
年
生

高
橋
　

怜
那

出
島
　

四
葉

５
年
生

赤
松
　

成

マ
ッ
グ
レ
ガ
ー
ブ
ラ
ン
ダ
ン 

海

駄
場
　

あ
や

古
味
　

万
凜

和
田
　

友
睦

田
村
　

萌

竹
村
　

美
乃
里

濱
田
　

辰
太
朗

宮
﨑
　

桃
佳

山
﨑
　

友
稀

中
島
　

海
翔

橋
田
　

侑
佳

福
本
　

玲
響

西
土
佐
中
学
校
　

３
年
　

津
野 

仁
来
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21年に1度は健診を

乳幼児相談、ママタッチ

乳幼児相談、離乳食相談

定例健康相談

乳児健診

妊婦教室

妊婦教室

マム＆チルドレン

1歳9カ月児健診

大腸がん検診容器回収（未受診者対象）

ぴよっこクラブ（親子の集い）

定例健康相談

乳児健診

3歳児健診

乳幼児相談、ママタッチ

健康管理センター

西土佐分署横

健康管理センター

健康管理センター

健康管理センター

具同体育センター

健康管理センター

西土佐地域内

西土佐保健センター

西土佐分署横

健康管理センター

健康管理センター

健康管理センター

9：30～11：00

13：15～14：30

9:00～11:00

12:50～13:30

13:30～15：30

13:30～15：30

10:00～11：30

12:50～13:30

個別通知

9:30～11:30

9:00～11:00

12:50～13:30

12:50～13:30

9：30～11：00

12日（木）

16日（月）

18日（水）

22日（日）

25日（水）

27日（金）

2日（月）

4日（水）

6日（金）

10日（火）

時間

3月

2月

事業名月日 場所

【問い合わせ先】（本庁）保健介護課0(34)1115　（総合支所）保健課0(52)1132
※2月10日（火）までの計画については、広報四万十1月号に掲載しています。

　

市
で
は
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
車
い
す

を
使
用
し
て
い
る
在
宅
の
身
体
障
害
者
を
対
象

に
、健
康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
長
時
間
の
車
い
す
の
使
用
に
よ
り

発
生
し
や
す
い
褥
瘡
、骨
の
変
形
、膀
胱
機
能
障

害
等
の
二
次
障
害
を
予
防
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
で
、
実
施
医
療
機
関
は
市
民
病
院
で

す
。

　

健
診
費
用
は
無
料
で
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る

方
は
期
日
ま
で
に
お
申
込
く
だ
さ
い
。

健
診
内
容

　

問
診
、身
体
計
測
、理
学
的
検
査
、血
圧
測
定
、

　

検
尿
、
血
液
化
学
検
査
、
肝
機
能
検
査
、
腎
機

　

能
検
査

　

（
心
電
図
・
眼
底
・
貧
血
の
検
査
等
は
必
要
に

　

応
じ
て
実
施
）

実
施
日
　

２
月
下
旬
以
降（
予
定
）

申
込
期
間
　

２
月
４
日（
水
）〜
18
日（
水
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

（
本
　
　

庁
）福
祉
事
務
所
　

社
会
福
祉
係

　
　
　
　
　
　

☎（
3
4
）1
1
2
0

　

（
総
合
支
所
）西
土
佐
福
祉
分
室（
保
健
課
内
）

　
　
　
　
　
　

☎（
5
2
）1
1
3
2

じ
ょ
く
そ
う

ぼ
う
こ
う

　

特
定
健
診
は
も
う
受
診
し
ま
し
た
か
？

普
段
、自
覚
症
状
が
な
い
か
ら
と
安
心
し
て
い

ま
せ
ん
か
？
国
保
に
加
入
し
て
い
る
40
歳
〜

74
歳
の
被
保
険
者
の
人
は
年
１
回
無
料
で
特

定
健
診
が
受
診
で
き
ま
す
。ま
だ
の
人
は
特
定

健
診
を
受
け
て
、自
分
の
健
康
状
態
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

　

特
定
健
診
は
県
内
・
市
内
の
委
託
医
療
機
関

で
受
診
で
き
ま
す
。（
予
約
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
電
話
等
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

　

な
お
、本
年
度
の
特
定
健
診
受
診
券
の
有
効

期
限
は
２
月
28
日（
土
）ま
で
で
す
。

　

（
受
診
券
は
該
当
者
に
は
既
に
送
付
し
て
い

ま
す
が
、紛
失
し
て
い
る
場
合
再
交
付
も
で
き

ま
す
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
　
　

庁
）保
健
介
護
課

　
　
　
　
　
　

☎（
3
4
）1
1
1
5

　

（
総
合
支
所
）保
健
課

　
　
　
　
　
　

☎（
5
2
）1
1
3
2
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平成27年度 各種検診 (健診) の受付を行います

　平成27年度各種検診（健診）の申込書を広報2月号と一緒に配布します。受診希望者は申込書に必要事項を記入
して2月27日（金）までに提出してください。

注1　
　（1）平成27年4月1日から継続して国保資格のある人には、特定健診の案内を送付します。《申込不要》

なお、国保へ途中加入された人は申込が必要です。
　（2）国保以外の人で健診を希望の人は、加入している医療保険者や事業所（職場等）にお問い合わせください。

注2　
　（1）後期高齢者医療に加入している人には、各地区の健診日約2週間前に健康診査受診券を個別通知します。

※ただし、下記①から③に該当する人には受診券が送付されません。
①前年11月から1月までに生活習慣病で治療中の人　②長期入院・施設入所者　③事業主健診等での受診者
※2月以降生活習慣病の治療が終了し、健康診査の受診を希望される人は申込が必要です。

（2）平成27年度に75歳になり後期高齢者医療に加入した後、健康診査を受診する人は申込をしてください。
（平成27年度の特定健診（国保）を受診された後、後期高齢者医療に切り替わった人は健康診査を受診でき
ません）

　（3）生活保護受給者の人は、申込が必要です。　

注3
　（1）胃がん・乳がん検診は平成27年度より検診の実施方法に一部変更があり、特定健診または子宮頸がん検診と

セットで行います。（がん検診または特定健診のみ、あるいは両方の受診も可能です）
　（2）中村地域の乳がん検診の実施年は、従来は2年に1度の隔年実施でしたが、平成27年度より住所地によって

変わります。平成27年度からの奇数年は中村・東山・具同地区が対象です（平成26年度に受診した人も平成
27年度受診できます）。その他の地区の人は平成28年度からの偶数年に対象となります。

注意
　○対象者は市内に住民票がある人で、平成28年3月31日時点の満年齢を基準とします。
　○がん検診については希望者全員有料となります。（生活保護受給世帯の人は無料）
　○上記のがん検診を実施している職場にお勤めの人は受診できません。
　○検診（健診）実施日の約2週間前に日時・場所を記載した案内文書を個別通知します。
　○年間の検診（健診）日程は4月に全戸へ配布します。
　○申込は原則として持参・郵送により受付しますが、やむを得ない事情がある場合は電話での申込も受付します。
　　　　【問い合わせ・申込先】（本　　庁）保健介護課 保健衛生係（庁舎1階⑤番窓口）　☎（34）1115

（総合支所）保健課 保健係　☎（52）1132

検診（健診）名 対　象　者

50～79歳の男性

40～64歳

65歳以上

40歳以上

40歳以上

20歳以上の女性

40歳以上の女性

検査方法（内容） 検査料金 備　　考

各種がん検診の内容および料金等

特定健康診査 注1
(生活習慣病健診)

健康診査 注2
(生活習慣病健診)

前立腺がん 血液検査

胸部Ｘ線撮影

便潜血反応検査

子宮頸部の細胞診検査

マンモグラフィ

バリウムを飲んで
Ｘ線撮影

肺がん

胸部レントゲン

胃がん 注3

大腸がん

子宮頸がん

乳がん 注3

40歳～74歳までの
国民健康保険加入者

身体計測・検尿・血圧測
定・問診・診察・血液検査
《貧血検査・心電図・眼底
検査》
※《》は医師の判断で実施

後期高齢者医療加入
者および生活保護受
給者

無料

400円

無料

200円

1,000円

300円

600円

900円

申込不要

原則申込不要

中村地域は、中村・東山・具同
地区が対象（平成26年度に受
診された人も受診できます）

上記の生活習慣病健診実施
日に行います

平成26年度に受診された人
は受けることができません
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　今月のテーマはあいうべ体操です。
　あいうべ体操は、口呼吸を鼻呼吸に改善する体操で自分の持つ自然治癒力と体の持つ本来の力を引
き出せる口の体操です（福岡県　みらいクリニック院長　今井一彰考案）
　口がいつも開いている方、なんとなく疲れやすい方、だるい方、アレルギー疾患で困っている方など
にお勧めです。

・・・あいうべ体操のやり方・・・
　口を閉じて鼻で呼吸するためには、口の周りの筋肉と舌を鍛える事が必要です。
★次の4つの動作を順に繰り返します。

・1セット5秒前後のゆっくりとした動作で行います
・1日30セットを目安に行い、慣れるまでは30セットを2～3回に分けていいです
・できるだけ大げさにして、声は出しても出さなくてもいいです
・あごに痛みのある場合は「い～う～」でもＯＫです

口呼吸と鼻呼吸の違い

呼吸の基本は鼻呼吸！
　口呼吸は口の中が乾燥し、唾液による殺菌作用が十分に働かなくなり、口臭や歯肉炎の要因にもなり
ます。
　鼻呼吸は入ってくる空気を温めながら加湿し、異物の侵入も防ぐため唾液の殺菌作用が十分に働き、
インフルエンザや風邪の予防に効果があることも最近の報道で取りあげられています。

☆「あいうべ」体操を行って、鼻呼吸を積極的に取り入れ、身体の免疫力を高めましょう！

【問い合わせ先】（市）保健介護課　☎（34）1115

　

65
歳
以
上
の
４
人
に
１
人
、85
歳
以
上
で
は
２
人
に
１
人
の
方

に
何
ら
か
の
認
知
症
状
が
み
ら
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
今
日
、認

知
症
は
ど
こ
の
家
庭
に
も
お
こ
り
う
る
ご
く
身
近
な
病
気
で
す
。

　

と
は
い
え「
認
知
症
は
怖
い
」「
家
族
が
認
知
症
に
な
っ
た
ら
大
変

だ
」と
心
配
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か…

。

　

認
知
症
は
あ
る
程
度
予
防
が
で
き
ま
す
。も
し
認
知
症
に
な
っ

て
も
進
行
を
遅
ら
せ
た
り
症
状
を
改
善
し
た
り
も
で
き
ま
す
。で

も
、
個
人
の
頑
張
り
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、
ご
家
族
、
ご
近
所
、

医
療
や
介
護
の
専
門
職
と
の
連
携
が
大
切
で
す
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
い
て
、認
知
症
の
予
防
と
ケ
ア
に
つ
い
て
の

市
民
講
座
を
開
催
し
ま
す
の
で
、皆
さ
ん
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時
　

３
月
15
日（
日
）13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場
所
　

市
立
中
央
公
民
館 

大
ホ
ー
ル

内
容
　

▼
講
話
①「
高
齢
期
の
体
の
変
化
と
認
知
症
」

　
　
　
　

講
師 　

金
田 

弘
子

　
　
　
　

（
鳥
取
県 

森
本
外
科
・
脳
神
経
外
科
医
院 

副
院
長
）

　
　
　

▼
ケ
ア
の
実
際（
事
例
紹
介
）

　
　
　
　

四
万
十
市
認
知
症
重
度
化
予
防
実
践
塾
で
の
実
践
か

　
　
　
　

ら
紹
介

　
　
　

▼
講
話
②「
上
手
に
老
い
る
た
め
の
自
己
点
検
」

　
　
　
　

講
師 　

石
黒 

秀
喜

　
　
　
　

（
財
団
法
人 

長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー 

審
議
役
）

※

準
備
の
都
合
上
、参
加
ご
希
望
の
方
は
事
前
に
左
記
ま
で
ご
連

　

絡
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。（
事
前
連
絡
が
な
く
て
も
参
加

　

で
き
ま
す
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

四
万
十
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎（
３
４
）０
１
７
０

参加費無料 !

①「あー」と口を大き
　く開く

冷たく乾いた異物だらけの空気
が直接、喉にあたってしまうの
で、口の中は乾燥し、病原体が繁
殖しやすい状態になります。

②「いー」と口を大き
　く横に広げる

③「うー」と口を強く
前に出す

④「べー」と舌を突き
出して下に伸ばす

口呼吸
鼻毛と粘膜がフィルターの役割
を果たして、異物をシャットアウ
トするので、入ってきた空気は温
度や湿度が調整されます。

鼻呼吸

（モデルは今井一彰医師）
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障
害
者
総
合
支
援
法
の
施
行
に
伴
い
、
障
害
者
の
定
義
に
難
病
患

者
が
加
わ
り
、対
象
と
な
る
人
は
、身
体
障
害
者
手
帳
の
所
持
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
、必
要
と
認
め
ら
れ
た
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等（※

）の

受
給
が
可
能
と
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
平
成
27
年
１
月
１
日

よ
り
、対
象
疾
病
が
1
3
0
疾
病
か
ら
1
5
1
疾
病
に
拡
大
さ
れ
ま

し
た
。

※

障
害
者（
18
歳
以
上
）に
つ
い
て
は
、障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、補
装
具

　

お
よ
び
地
域
生
活
支
援
事
業
。

　

障
害
児（
18
歳
未
満
）に
つ
い
て
は
、障
害
児
通
所
支
援
、障
害
福
祉

　

サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
障
害
児
も
対
象
と
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
、
補
装

　

具
お
よ
び
地
域
生
活
支
援
事
業
の
う
ち
障
害
児
も
対
象
と
し
て
い

　

る
事
業
。

　

対
象
者

　
　

対
象
疾
病（
政
令
で
示
さ
れ
た
1
5
1
疾
病
　

例：

先
天
性
筋
無

　

力
症
候
群
・
再
発
性
多
発
軟
骨
炎
・
遠
位
型
ミ
オ
パ
チ
ー
等
）に
よ

　

る
障
害
が
あ
る
人
。

　
　

対
象
と
な
る
疾
病
に
つ
い
て
は
、
受
診
し
て
い
る
医
療
機
関
等

　

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

手
続
き

　
　

対
象
疾
病
に
罹
患
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
証
明
書
（
診
断
書

　

ま
た
は
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
等
）を
持
参
の
う
え
、左
記
窓
口

　

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

そ
の
後
、障
害
支
援
区
分
の
認
定
や
支
給
認
定
等
の
手
続
き
を

　

経
て
、必
要
と
認
め
ら
れ
た
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
こ
と
に
な

　

り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】

　

（
本
　
　

庁
）福
祉
事
務
所
　

社
会
福
祉
係

　
　
　
　
　
　

☎（
3
4
）1
1
2
0

　

（
総
合
支
所
）西
土
佐
福
祉
分
室（
保
健
課
内
）

　
　
　
　
　
　

☎（
5
2
）1
1
3
2

　

麻
し
ん
や
風
し
ん
を
予
防
す
る
唯
一
の
手
段
は
、

ワ
ク
チ
ン
で
す
。
自
分
が
感
染
し
な
い
た
め
だ
け
で

な
く
、
周
り
の
人
に
感
染
を
広
げ
な
い
た
め
に
も
予

防
接
種
は
有
効
で
す
。

　

予
防
接
種
を
ま
だ
済
ま
せ
て
い
な
い
人
は
、
で
き

る
だ
け
早
く
、
受
託
医
療
機
関
で
受
け
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

※

接
種
料
金
は
無
料
で
す
。（
接
種
期
間
を
過
ぎ
る
と

　

任
意
接
種
と
な
り
、有
料
に
な
り
ま
す
）

※

対
象
者
に
は
個
人
通
知
を
し
て
い
ま
す
が
、
予
診

　

票
な
ど
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
左
記
ま
で
ご
連
絡

　

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
　
　

庁
）保
健
介
護
課
　

保
健
衛
生
係

　
　
　
　
　

☎（
3
4
）1
1
1
5

　

(

総
合
支
所) 

保
健
課

　
　
　
　
　

☎（
5
2
）1
1
3
2

り
か
ん

　

知
的
障
害
や
発
達
障
害
な
ど
〝
何
ら
か
の
障
害
を
抱

え
る
方
の
自
立
に
つ
い
て
考
え
る
〞
と
い
う
テ
ー
マ
の

も
と
、左
記
の
日
程
で
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。親
亡
き

後
の
課
題
、自
己
理
解
の
課
題
、お
金
の
面
や
性
の
問
題

等
、
当
事
者
の
方
の
自
立
と
い
う
も
の
を
考
え
て
い
く

う
え
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
や
そ
の
支
援
に
つ
い
て
の

お
話
を
お
伺
い
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
　

時

　

２
月
26
日（
木
）

　

14
時
30
分
〜
15
時
45
分（
受
付
14
時
〜
）

場
　

所

　

市
立
中
央
公
民
館 

１
階 

大
会
議
室

演
　

題

　

『
自
立
に
向
け
て
親
・
支
援
者
が
取
り
組
み
で
き
る
こ
と

〜
今
日
か
ら
で
き
る
金
銭
支
援
〜
』

講
　

師

　

社
会
福
祉
法
人
大
阪
府
障
害
者
福
祉
事
業
団

　

大
阪
府
立
稲
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

支
援
員
　

鹿
野 

佐
代
子

＊
参
加
費
無
料
、当
日
参
加
可

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）福
祉
事
務
所 

社
会
福
祉
係

　

心
の
健
康
相
談
セ
ン
タ
ー

　

 

☎（
3
4
）8
0
8
8

対
象
者

１
期

２
期

接
種
期
間

生
後
12
月
〜
24
月
未
満

（
１
歳
に
な
っ
た
ら

で
き
る
だ
け
早
く
）

２
歳
の
誕
生
日

の
前
日
ま
で

小
学
校
就
学
前
の
１
年
間

の
幼
児（
平
成
20
年
４
月

２
日
〜
平
成
21
年
４
月

１
日
生
）

平
成
27
年

３
月
31
日
ま
で
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育児相談　相談日/月～金 9：30～11：30、13：30～16：30
　子育てについて思っていること、悩んでいることな
ど、気軽にご相談ください。電話相談だけでなく、直接来
所しての相談にも応じます。　
※活動のある日の午前中は、相談に応じられない場合が
　あります。

　　親子ふれあい活動
◆1・2・3歳児対象（ぽっぽ）

時

場

時

場

クラッカーとお芋でおいしいおやつを作るよ！お母
さんと一緒に飾りつけもしてみよう♪
2月17日（火）、18日（水）　9：30～11：30
子育て支援センター

※グループに関係なく、どちらかに参加してください。
　先着10組ずつまでとさせていただきます。親子でエ
　プロン・三角巾・材料代100円をご持参ください。（登
　録されている方のみの活動です）

ぽっぽでおやつ作り（グループ①②③）

◆０歳児・妊婦対象（ぴよちゃんクラブ）

時

場

ぽっぽのお庭やお部屋で、ゆったりと遊びましょう。
4月から比べるとどれだけ大きくなったかな？身
長・体重も測るよ。
2月24日（火）　9：30～11：30
子育て支援センター

ぽっぽで遊ぼう

時

場

本年度の活動も後、1カ月となりました。ぽっぽで仲
良くなったお友だちとお庭やお部屋で元気いっぱい
遊ぼうね♪
2月26日（木）　9：30～11：30
子育て支援センター

ぽっぽで遊ぼう（グループ①②③）

　　その他の活動
◆ひなまつり（ぽっぽ、ぴよちゃんクラブ）
すてきなゲストの方に来ていただいて、桃の節句を
みんなでお祝いしましょう♪
3月2日（月）　9：30～11：30
子育て支援センター

時

場

◆おしゃべり広場（妊婦・０・１・２・３歳児対象）
澤田敬先生の本年度最後の子育て講座です。ぜひ誘い
合って聞きに来てください。講話を聞いた後、みんなで
いろいろなおしゃべりを楽しみましょう。子育ての悩
みについても答えてくれますよ。
3月4日（水）　10:00～11:30
子育て支援センター

時

場

◆お別れ遠足・誕生会（ぽっぽ、ぴよちゃんクラブ）
ぽっぽさん、ぴよちゃん、一緒にお別れ遠足に出かける
よ。春の公園で、みんなで遊ぼうね。1年間の思い出話な
どしながらゆったり楽しく過ごしましょう！
2月・3月生まれのお誕生会もするよ。（お弁当、おやつを
持って来てね。）
3月10日（火）　10：00～11：30
安並公園（雨天の場合は子育て支援センター）

※初めて参加を希望される人は、準備の都合がありま
すので、あらかじめご連絡ください。（活動の内容に
よっては、ご遠慮をお願いする場合もあります）

四万十市地域子育て支援センター“ ぽっぽ ”
右山元町1丁目2-10　☎（35）3748

問い合わせ先

四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター “ぽっぽ”“ぽっぽ”“ぽっぽ”
です！です！です！

保 育 所 名

火

火

木

金

火

もみじ保育所

古津賀保育所

具 同 保 育 所

八 束 保 育 所

東 山 保 育 所

3月10日

3月10日

3月5日

3月6日

3月10日

9：30～11：00

10：00～11：00

9：30～10：30

9：30～10：30

10：00～11：00

数台分有

〃

〃

〃

〃

園庭開放　※雨天の場合は中止します。
月　日 時　間 駐車場

健康づくり編

四万十市立市民病院　管理栄養士　乾優衣

作り方
①オーブンを予熱する。（170℃）
②ボウルにヨーグルト、牛乳、カロリーオフ甘味料、ココアパウダーを入れ混ぜ合わせる。
③②のボウルにホットケーキミックスを入れてさらに混ぜ合わせる。
④型に8等分に入れて、軽く空気を抜いて170℃のオーブンで12～15分焼く。
※飾り用…いちごを縦半分にし、へたの部分をＶ字に、両端を細く切ってハート型を作る。カップケーキの
　　　　　上に泡立てた生クリームを塗り、いちごをのせると完成。

＜材料＞（8㎝カップ8個分）
ホットケーキミックス
プレーンヨーグルト
牛乳
カロリーオフ甘味料
純ココア

150ｇ（1袋）
80ｇ
50ｇ
10ｇ
5ｇ

…
……

………………………
……

…………………

（飾り用）
生クリーム
カロリーオフ甘味料
いちご

少々
少々
4個

………………
……

……………………

もちもちカップケーキ（所要時間約20分）

　以前、糖尿病セミナーで紹介したデザートを少し変えて紹介します。
　糖尿病は、食事からとった栄養が変化したブドウ糖が血液中に多くなる病気ですが、砂
糖やカロリーのとり過ぎに注意することで、血液中のブドウ糖を調節することができま
す。今回は砂糖の代わりにカロリーオフ甘味料を使用し、バター・卵を使わずカロリーを
控えました。普段の料理やお菓子など、砂糖や糖分のとり方に気をつけましょう。バター
や卵は使っていないので、もちもちは温かいうちだけ。お早めに召し上がりください。

栄養成分（1個分）
エネルギー：83kcal
たんぱく質：2.0ｇ
脂質：1.2ｇ
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年
金
に
関
す
る「
不
審
な
電
話
や
訪
問
」に
ご

注
意
く
だ
さ
い
!!

　

全
国
各
地
で
、国
、年
金
事
務
所
、市
役
所
の
職
員
と
称
し
て
、

現
金
を
詐
取
し
た
り
、銀
行
口
座
番
号
を
聞
く
な
ど
、不
審
な
電

話
や
訪
問
が
あ
っ
た
と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
〝
年
金
関
係
の
書
類
〞
を
配
達
で
き
な
い
な
ど
と

言
っ
て
、運
送
会
社
を
名
乗
り
、職
業
や
会
社
名
な
ど
の
情
報
を

入
手
し
よ
う
と
す
る
電
話
が
あ
っ
た
と
い
う
問
い
合
わ
せ
も
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

怪
し
い
な
と
感
じ
た
ら
、お
近
く
の
年
金
事
務
所
、市
役
所
ま

た
は
警
察
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
に
よ
る
前
納
の
申
し
込
み
は
２
月

末
日
ま
で
に
！

　

う
っ
か
り
忘
れ
て
納
付
期
限
を
過
ぎ
て
い
た
。忙
し
く
て
金

融
機
関
の
窓
口
等
で
支
払
う
時
間
が
な
い
と
い
う
人
は
、便
利

な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ま
と
め
て
前
払
い

（
前
納
）す
る
と
保
険
料
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
…

　

年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
、預（
貯
）金
通
帳
、預（
貯
）金
通
帳

の
届
出
印
を
持
っ
て
、金
融
機
関
や
郵
便
局
ま
た
は
、幡
多
年
金

事
務
所
・
市
役
所
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、口
座
振
替
に
よ
る
２
年
前
納
、１
年
前
納
お
よ
び
６
カ

月
前
納（
４
月
〜
９
月
分
）は
、４
月
末
日
の
引
き
落
と
し
と
な

り
ま
す
。

※
す
で
に
口
座
振
替
で
前
納
を
し
て
い
る
人
は
、あ
ら
た
め
て

申
し
込
み
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
前
納
割
引
制
度
（
口
座
振
替 

前

納
）に
つ
い
て

■
口
座
振
替
の
振
替
方
法
は
、

（
1
）2
年
前
納（
4
月
〜
翌
々
年
3
月
分
）

（
2
）1
年
前
納（
4
月
〜
翌
年
3
月
分
）

（
3
）6
カ
月
前
納（
4
月
〜
9
月
分
、10
月
〜
翌
年
3
月
分
）

（
4
）当
月
末
振
替（
早
割
）

　
　

※
本
来
の
納
付
期
限
よ
り
も
1
カ
月
早
く
口
座
よ
り
振
替

　
　
　

す
る
方
法
で
す
。

（
5
）翌
月
末
振
替
　

※
保
険
料
の
割
引
は
あ
り
ま
せ
ん
。

の
5
種
類
か
ら
自
由
に
選
ん
で
お
申
し
込
み
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■
ま
と
め
て
前
払
い（
前
納
）す
る
と
、割
引
が
適
用
さ
れ
る
の

　

で
お
得
で
す
。

■
平
成
27
年
度
の
保
険
料
額
は
、平
成
27
年
2
月
下
旬
に
告
示

　

さ
れ
る
予
定
で
す
。

★
年
金
相
談
の
お
知
ら
せ

　

左
記
の
日
程
で
日
本
年
金
機
構
に
よ
る
年
金
相
談
を
行
い
ま

す
。ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、相
談
時
に
は
、ご
本
人
・
代
理
人
確
認
の
た
め
の
身
分

証
明
書（
運
転
免
許
証
等
）や
年
金
手
帳
、年
金
証
書
等
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。ま
た
、代
理
人
の
場
合
は
委
任
状（
基
礎
年
金
番

号
、相
談
内
容
、交
付
物
の
記
載
）が
必
要
に
な
り
ま
す
。詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
当
日
、年
金
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、

　

身
分
証
明
書
と
し
て
運
転
免
許
証
、パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
公
的

　

機
関
の
発
行
し
た
有
効
期
限
内
の
顔
写
真
付
身
分
証
明
書
が

　

必
要
と
な
り
ま
す
。

日
時
　

2
月
19
日（
木
）
　

10
時
〜
12
時
、13
時
〜
15
時

場
所
　

西
土
佐
総
合
支
所

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

幡
多
年
金
事
務
所（
中
村
東
町
2
丁
目
4-

10
）

　
　

☎（
3
4
）1
6
1
6　

　

（
本
　
　

庁
）市
民
課
市
民
係

　
　

☎（
3
4
）1
1
1
3　

　

（
総
合
支
所
）市
民
課
西
土
佐
市
民
国
保
分
室

　
　

☎（
5
2
）1
1
1
1

振替方法

2年前納

1年前納

6カ月前納

当月末振替

（早割）

翌月末振替

(割引は

ありません)

1回あたりの

納付額

355,280円

179,160円

90,460円

15,200円

15,250円

割引額

14,800円

3,840円

1,040円

50円

なし

振替日

4月30日

4月30日

4月30日

10月31日

毎月月末

翌月末

2年分に換算

した割引額

14,800円

7,680円

4,160円

1,200円

なし

※振替日が休日の場合は翌営業日に振替されます。

◎詳しくは日本年金機構ホームページをご参照ください。

　http://www.nenkin.go.jp

参考：平成26年度の振替方法別割引額
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幡多広域消費生活センター便り
詐欺被害? ? ?　最初の一手は電話から

　詐欺被害のほとんどは、突然かかってきた電話で始まっています。
　「自分は大丈夫」、「私には関係ない」と油断しないで、見知らぬ人にお金を渡すことのないようにしてください。
　被害に遭わないように、自宅の電話は留守番電話に設定して、相手と直接会話をしないで、録音されている必
要な相手だけにかけなおすようにするか、ナンバーディスプレイ機能の活用をしましょう。
　次のような電話がかかったら、消費生活センターにご相談ください。

◆「証券を代わりに買って…、○○倍で買い取ります」
◆「登録された個人情報を削除してあげる」
◆「あなたに購入の権利があります」
◆「あなたの名前を貸してほしい」
◆ 市町村役場や銀行の職員を名乗り「還付金があります。キャッシュカードを持ってATMに行ってください」
◆「オレだけど、会社のお金を使い込んでいるのがバレそうだ」
◆ その他の「うまい話」や「心配な話」の電話

※相談は無料、秘密厳守です。安心してご相談ください。

【問い合わせ先】
幡多広域消費生活センター（月～金 9時～12時/13時～17時　祝日・年末年始を除く）　☎（34）6301　FAX（34）6295

（市）環境生活課　☎（35）4147

交
通
安
全
指
導
員
だ
よ
り

交
通
安
全
指
導
員
だ
よ
り

№20№20

　

県
内
で
は
今
年
に
入
り
死
亡
事
故
が
連
続
発
生
し
、わ

ず
か
６
日
間
で
３
人
が
犠
牲
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
う

ち
2
人
は
歩
行
中
の
高
齢
者
と
な
っ
て
お
り
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
漫
然
と
し
た
運
転
な
ど
か
ら
事
故
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

漫
然
運
転
と
は
、考
え
事
な
ど
で
ぼ
ん
や
り
し
た
状
態

で
運
転
を
す
る
こ
と
で
、
前
方
へ
の
注
意
が
欠
け
、
危
険

を
見
落
と
し
た
り
発
見
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
特
に

ま
っ
す
ぐ
な
道
路
で
は
、運
転
操
作
も
少
な
く
つ
い
緊
張

が
緩
み
が
ち
で
す
。一
瞬
の
気
の
緩
み
が
事
故
に
つ
な
が

る
こ
と
を
頭
に
入
れ
て
、
ど
ん
な
と
き
で
も
、
ど
ん
な
と

こ
ろ
で
も
運
転
に
集
中
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
担
当
課
】環
境
生
活
課
　

市
民
生
活
係

☎（
３
５
）４
１
４
７

日
　

時
　

２
月
25
日（
水
）９
時
30
分
か
ら

場
　

所
　

高
知
県
中
村
小
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

（
古
津
賀
３
０
６
９－

４
）

　
　
　
　

☎（
３
４
）６
２
５
２

開
催
内
容
　

受
付
時
間
等

　

・ 

子
犬
を
譲
り
た
い
人
受
付
　

９
時
30
分
〜
10
時

　

・ 

子
犬
を
飼
い
た
い
人
受
付
　

10
時
〜
10
時
10
分

　

・ 

抽
選
・
譲
渡
犬
決
定
　
　

 　

10
時
10
分
〜
10
時
20
分

　

・ 

愛
犬
の
飼
い
始
め
講
習
会
　

10
時
20
分
〜
11
時

　

・ 

子
犬
の
譲
り
渡
し
　
　
　
　

11
時
〜

子
犬
を
譲
り
た
い
人

　

・
事
前
に
高
知
県
幡
多
福
祉
保
健
所
ま
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

　

・
譲
渡
す
る
子
犬
は
、原
則
と
し
て
生
後
２
〜
３
カ
月
の

健
康
な
子
犬（
離
乳
済
み
）で
す
。

　

・
当
日
は
必
ず
印
鑑
を
持
参
し
子
犬
を
連
れ
て
き
て
く

だ
さ
い
。

子
犬
を
飼
い
た
い
人

　

・
必
ず
印
鑑
と
子
犬
を
入
れ
る
箱
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ

い
。

　

・
子
犬
の
譲
渡
が
決
ま
っ
た
人
は
愛
犬
の
飼
養
前
講
習

を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

・
本
人
へ
の
譲
渡
と
な
り
ま
す
の
で
代
理
の
方
へ
は
お

譲
り
で
き
ま
せ
ん
。

　

・
原
則
と
し
て
1
家
族
1
頭
の
譲
渡
と
し
、希
望
者
が
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

高
知
県
幡
多
福
祉
保
健
所
　

衛
生
環
境
課

　

☎（
３
４
）５
１
１
９

四万十市内の交通事故状況－平成26年－

交通事故件数　　※（　）は前年比
人身事故　　　 77件（－ 14件）
物損事故　　　932件（－168件）
死 者 数　　　 4人（＋ 1人）
負傷者数　　　 84人（－ 17人）

平
成
26
年
度

第
５
回
子
犬
の
譲
渡
会
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★
休
館
日
の
案
内 

★

一
般
書

2 ３４９冊

児
童
書  

え
ほ
ん

/

乙霧村の七人

九年前の祈り

子どもたちの未来を考えてみた

少女のための秘密の聖書

図解介護保険の改正早わかりガイド

はじめての保育園

避難所

善き女の愛

伊岡　瞬

小野　正嗣

乙武　洋匡

鹿島田　真希

井戸　美枝

保育園を考える親の会

垣谷　美雨

アリス・マンロー

おばあちゃんの家わたしの家

おばけかいぞく

ネイマール

ねこざかなとイッカクくん

ねこどんなかお

はじめての聖書

藤城清治影絵聖画集

ぷんぷんおばけ

たかい　ひろこ

吉田　純子

マイケル・パート

わたなべ　ゆういち

MAYA　MAXX

橋爪　　大三郎

藤城　清治

なかがわ　ちひろ

★
蔵
書
点
検
に
よ
る
休
館
の
お
知
ら
せ
★

　

蔵
書
点
検
の
た
め
、
２
月
24
日
（
火
）
か
ら
27
日
（
金
）
ま
で
の

４
日
間
を
休
館
と
い
た
し
ま
す
。

　

図
書
館
に
は
約
13
万
点
の
資
料
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
資
料
が

正
し
い
場
所
に
あ
る
か
、無
く
な
っ
て
い
る
資
料
は
な
い
か
、1

冊
1
冊
総
点
検
し
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

休
館
中
の
本
・
雑
誌
の
返
却
は
、北
玄
関（
夜
間
出
入
口
）左
側

の
返
却
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、D
V
D
等
の
視
聴
覚
資
料
と
紙
芝
居
は
、破
損
の
恐
れ

が
あ
る
た
め
返
却
ポ
ス
ト
を
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
開
館
日

に
直
接
カ
ウ
ン
タ
ー
に
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
一
階
総
合
案
内

へ
お
預
け
く
だ
さ
い
。

２
月
２
日（
月
）定
　

休
　

日

　
　

９
日（
月
）定
　

休
　

日

　
　

11
日（
水
）建
国
記
念
の
日

　
　

16
日（
月
）定
　

休
　

日
　
　

23
日（
月
）定
　

休
　

日

※

２
月
24
日（
火
）〜
27
日（
金
）

　

蔵
書
点
検

３
月
２
日（
月
）定
　

休
　

日

問 

市
立
図
書
館  

（
３
５
）２
９
２
３ 

開館時間　9：00～18：00
2
平成27年

February

新着おすすめ8+8

　

働
く
婦
人
の
家
で
は
、
施
設
を
利
用
し
活
動
し
て

い
る
諸
団
体
が
学
習
成
果
の
発
表
お
よ
び
利
用
者
相

互
の
交
流
・
親
睦
を
図
る
と
と
も
に
、働
く
婦
人
の
家

に
つ
い
て
多
く
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
「
働

く
婦
人
の
家
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
す
。お
誘
い
合
せ

の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

 

◎
記
念
講
演

日
時
　

３
月
１
日（
日
）10
時
〜
11
時
30
分

場
所
　

市
立
中
央
公
民
館
　

２
階
大
ホ
ー
ル

講
師
　

竹
内
　

良
江（
シ
ミ
ズ
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
）
　

演
題

　

「
健
康
的
で
楽
し
い
日
々
を
！
〝
自
宅
で
で
き
る

　

骨
盤
底
筋
体
操
〞
」

　

※

お
話
の
後
に
、
座
っ
た
ま
ま
で
も
で
き
る
軽
い

　
　

体
操
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
　

普
段
の
服
装
で
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
作
品
展

日
時
　

２
月
28
日（
土
）10
時
〜
16
時

　
　
　

３
月
１
日（
日
）９
時
〜
16
時

場
所
　

働
く
婦
人
の
家（
右
山
五
月
町
８‐

32
）

展
示
　

働
く
婦
人
の
家
利
用
諸
団
体
の
作
品

※

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
絵
手
紙
・
和
裁
・
洋
裁
・
書
道
・
生

　

花
・
草
木
染
な
ど

　

ち
ら
し
寿
司
・
蒸
し
パ
ン
の
販
売（
土
曜
日
午
前
中

　

の
み
）

◎
ヨ
ー
ガ
体
験
　

　

イ
ス
ヨ
ー
ガ
の
無
料
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　

２
月
28
日（
土
）①
11
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
14
時
〜
15
時

　
　
　

３
月
１
日（
日
）③
14
時
〜
15
時

定
員
　

①
〜
③
ま
で
各
８
人

※

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
・
バ
ス
タ
オ
ル
・
ア
ル
ミ
の
シ
ー
ト
等

　

お
持
ち
の
人
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

場
所
　

働
く
婦
人
の
家
　

１
階
託
児
室

講
師
　

野
村
　

厚
子
　

申
込
方
法

　

２
月
９
日（
月
）〜
本
人
に
限
り
窓
口
・
電
話
で
受
付

　

９
時
〜
17
時
15
分（
12
時
〜
13
時
、土
・
日
・
祝
日
を

　

除
く
）
　

　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

申
込
先
　

働
く
婦
人
の
家
　

☎（
3
4
）6
2
9
9

◎
舞
台
部
門
合
同
発
表
会

日
時
　

３
月
１
日（
日
）

　
　
　

13
時
〜
16
時（
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
ま
で
）

場
所
　

市
立
中
央
公
民
館
　

２
階
大
ホ
ー
ル

内
容
　

働
く
婦
人
の
家
利
用
諸
団
体

　
　
　

（
踊
り
・
民
踊
・
詩
吟
・
日
舞
・
歌
謡
・
体
操
・
フ

　
　
　

ラ
ダ
ン
ス
等
）

主
催
　

働
く
婦
人
の
家
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
　
　

（
働
く
婦
人
の
家
利
用
団
体
・
働
く
婦
人
の
家

　
　
　

運
営
委
員
会
・
四
万
十
市
）

　
　【

問
い
合
わ
せ
先
】

　

働
く
婦
人
の
家
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
事
務
局
　

　

（
市
）人
権
啓
発
課
）

　

☎（
3
5
）1
0
3
5

第
５
回 

働
く
婦
人
の
家
ま
つ
り 

◆
開
催
の
ご
案
内
◆
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寒
波
の
影
響
で
気
温
が
下
が
る
と
、
水
道
管
が

凍
結
し
て
水
が
出
な
く
な
っ
た
り
、
破
裂
し
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
気
象
情
報
に
注
意

し
水
道
管
の
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
万

一
に
備
え
て
、
自
宅
等
に
設
置
し
て
あ
る
メ
ー

タ
・
止
水
栓
の
位
置
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
特
に
凍
り
や
す
い
箇
所

・
屋
外
で
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
（
給

　

湯
器
、温
水
器
）

・
風
あ
た
り
の
強
い
と
こ
ろ

・
北
向
き
で
日
当
た
り
の
悪
い
と
こ
ろ
　

な
ど

●
凍
結
を
防
ぐ
た
め
に
は

・
水
道
管
に
市
販
の
保
温
チ
ュ
ー
ブ
や
布
切
れ
を

　

巻
き
つ
け
る

・
蛇
口
か
ら
糸
状
に
水
を
出
し
て
お
く

●
凍
結
、破
裂
が
起
き
た
時
に
は

・
凍
結
し
た
場
合
は
『
水
道
管
』に
タ
オ
ル
な
ど
を

　

巻
き
、ぬ
る
ま
湯
を
か
け
る（
熱
湯
は
不
可
）

・
破
裂
し
た
場
合
は
『
止
水
栓
』
を
閉
め
、
市
指
定

　

水
道
業
者
に
連
絡
し
修
理
す
る
（
自
宅
等
敷
地

　

内
は
自
己
負
担
で
す
）

※

道
路
や
公
園
な
ど
で
漏
水
を
発
見
し
た
場
合

　

は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

(

本
　
　

庁) 

上
下
水
道
課
　

☎（
3
4
）1
7
1
1

(

総
合
支
所) 

産
業
建
設
課
　

☎（
5
2
）1
1
1
1

寒
波
に
よ
る
水
道
管
の

凍
結
・
破
裂
に
ご
注
意
を
！

げすいどう　みずのみらいを　まもるみち
（日本下水道協会　下水道推進標語）

公共下水道・農業集落排水へ接続のお願い
　公共下水道・農業集落排水が利用できる地域の皆さんは、一日でも早く

家庭などからの汚水を公共下水道・農業集落排水に流していただけるよ

う、皆さんのご理解とご協力をお願いします。

　また下水処理場では小学校等からの見学を受け入れています。

　詳しくはお問い合わせください。

【問い合わせ先】（市）上下水道課(下水道係)　☎（34）6129

ト
ン
ボ
王
国

２
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

ト
ン
ボ
王
国

２
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

ト
ン
ボ
王
国

２
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

○
平
成
26
年
度
　

第
10
回
　

学
遊
館
ク
ラ
ブ

　

「
お
や
つ
広
場
作
り
」

　

春
、
サ
ク
ラ
や
ツ
ツ
ジ
が
き
れ
い
に
咲
く
小
高
い
丘
で
、お

や
つ
や
お
弁
当
を
広
げ
て
食
べ
ら
れ
る
「
お
や
つ
広
場
」
を
作

り
ま
す
。
ノ
コ
ギ
リ
を
使
っ
て
木
を
切
っ
た
り
、
ク
ワ
を
使
っ

た
り
し
ま
す
。ぜ
ひ
親
子
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
軍
手
を
持
っ

て
い
る
人
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

日
時
　

２
月
15
日（
日
）10
時
集
合

場
所
　

ト
ン
ボ
自
然
公
園

対
象
　

四
万
十
川
学
遊
館
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
所
持
者

　
　
　

（
学
遊
館
ク
ラ
ブ
希
望
者
）

※

前
日
ま
で
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
教
室

　

ハ
サ
ミ
や
ノ
リ
を
使
っ
て
簡
単
に
作
れ
る
ト
ン
ボ
王
国
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
紙
工
作
キ
ッ
ト
を
作
っ
て
み
ん
な
で
遊
び
ま

し
ょ
う
。景
品
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

場
所
　

四
万
十
川
学
遊
館

対
象
　

小
学
生
以
下
の
有
料
入
館
者

第
１
回「
と
ん
ぼ
飛
び
立
つ
」

日
時
　

２
月
１
日（
日
）13
時
30
分
集
合

第
２
回「
釣
っ
て
遊
ぼ
う
」

日
時
　

２
月
８
日（
日
）13
時
30
分
集
合

第
３
回「
紙
と
ん
ぼ
を
飛
ば
そ
う
」

日
時
　

２
月
22
日（
日
）13
時
30
分
集
合

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
公
社
）ト
ン
ボ
と
自
然
を
考
え
る
会

　

☎（
3
7
）4
1
1
0

択捉島、国後島、色丹島、歯舞群島の北方四島は、歴史上、一度も外国の領土になったことのない日本固有の領土です。
「四島（しま）返還　ひとりの力が　大きな力に」

（平成26年度北方領土返還要求運動に関する標語　最優秀作品）

毎年2月は「北方領土返還運動全国強調月間」です。
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　四国西南地域を舞台にしたサイクリングイベント「四万十・足摺無限大チャレンジライド」を今年も開催します。
　本大会はタイムを競う競技レースではなく、清らかな自然環境の中で景色、文化、歴史を感じながら楽しむサ
イクリングイベントです。また、コース上のエイドステーションでは地元ボランティアによる志向を凝らした
「おもてなしメニュー」を味わうことができ、地元の
人々との交流を楽しむことができます。全国の自然を
愛する自転車乗りの皆さまをお待ちしております。

【日　時】2月28日（土）・3月1日（日）
【スタート場所】四万十市防災センター（スタート＆
　　　　　　　ゴール）
【参加者】約500人
【コース】①足摺コース（108km）＋足摺岬オプションコース（30km）
　　　　　2月28日（土）9：00～
　　　　②四万十川コース（136km）3月1日（日）7：30～
　　　　③無限大コース（244km）2月28日（土）・3月1日（日）
【主　催】四万十・足摺無限大チャレンジライド実行委員会
【参加申込】http://www.shimantomugendai . jp/をご覧ください
【申込期限】2月9日（月）
【問い合わせ先】（一社）幡多広域観光協議会　☎（31）0233

第３回四万十・足摺無限大チャレンジライド　開催！

皆さまのご声援
よろしく

お願いします！

はたっぴー

　

昨
年
11
月
26
日
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
の
た

め
閉
館
し
て
い
ま
し
た
が
、12
月
18
日
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

土
佐
の
小
京
都
を
イ
メ
ー
ジ
し
、格
子
等
の
仕
切

り
に
よ
り
客
席
の
個
室
化
を
実
現
し
、和
モ
ダ
ン
風

な
落
ち
着
き
の
あ
る
空
間
に
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
、多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
利
用
頂
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

四
万
十
い
や
し
の
里

　

☎（
3
1
）5
1
1
1

い
や
し
の
里
レ
ス
ト
ラ
ン
・

厨
房
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　

大
手
旅
行
雑
誌
の「
地
元
な
ら
で
は
の
お
い
し
い
食
べ
物

が
多
か
っ
た
」
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
最
新
５
年
間
の
う
ち
４
度

も
第
１
位
を
獲
得
し
て
い
る
高
知
県
。「
旅
先
で
地
元
の
人

が
薦
め
る
お
店
に
行
き
た
い
」と
い
う
観
光
客
の
皆
さ
ま
の

声
に
し
っ
か
り
と
応
え
る
た
め
、県
民
の
皆
さ
ま
が
お
薦
め

す
る
飲
食
店
と
メ
ニ
ュ
ー
を
県
民
自
ら
の
投
票
で
選
ぶ

『「
高
知
家
の
食
卓
」県
民
総
選
挙
』を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、皆
さ
ま
の
投
票
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

投
票
期
間
　

２
月
16
日（
月
）ま
で

投
票
方
法

　

①
県
広
報
誌
「
さ
ん
Ｓ
Ｕ
Ｎ
高
知
」
２
月
号
に
添
付
し
て

　
　

い
る
投
票
用
紙
に
記
入
し
、郵
送
ま
た
は
市
役
所
１
階

　
　

に
設
置
し
て
い
る
投
票
箱
に
投
函

　

②
（
公
財
）
高
知
県
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
Ｈ
Ｐ
　

　
　

「
よ
さ
こ
い
ネ
ッ
ト
」投
票
ペ
ー
ジ
か
ら
投
票

http://w
w
w
.a
tta
ka
.or.jp/

※

投
票
は
１
世
帯
に
つ
き
１
票
と
な
っ
て
い
ま
す
。

結
果
発
表

４
月
中
旬
予
定

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
県
）観
光
政
策
部 

観
光
政
策
課

☎
0
8
8(

8
2
3
）9
6
0
6

み
ん
な
の
オ
ス
ス
メ
教
え
て
く
だ
さ
い
！

「
高
知
家
の
食
卓
」

県
民
総
選
挙
２
０
１
５
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高知県労働委員会事務局
☎088（821）4645

問 申

相
　

談

高知県合同労働相談会
　

解
雇
、パ
ワ
ハ
ラ
、賃
金
未
払
い
と
い
っ
た
職

場
の
問
題
で
お
悩
み
の
方
を
対
象
に
、国
や
県

な
ど
の
労
働
相
談
機
関
等
が
合
同
で
無
料
相

談
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

当
日
は
、弁
護
士
、社
会
保
険
労
務
士
、司
法

書
士
と
い
っ
た
専
門
家
が
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。面
談
で
も
電
話
で
も
可
能
で
す
。事
業

主
の
方
も
相
談
で
き
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

日
　

時
　

３
月
２
日（
月
）10
時
〜
16
時

場
　

所
　

高
知
県
庁
北
庁
舎
　

４
階

　
　
　
　

（
高
知
市
丸
ノ
内
２-

４-

１
）

相
談
ダ
イ
ヤ
ル（
当
日
専
用
）

　

☎
０
８
８（
８
２
１
）４
６
６
１

※

相
談
は
事
前
予
約
優
先
、先
着
順
で
す
。

　

予
約
受
付
は
、２
月
４
日（
水
）９
時
か
ら

　

高
知
県
労
働
委
員
会
事
務
局
で
行
い
ま
す
。

　

解
雇
、パ
ワ
ハ
ラ
、賃
金
未
払
い
と
い
っ
た
職

場
の
問
題
で
お
悩
み
の
方
を
対
象
に
、国
や
県

な
ど
の
労
働
相
談
機
関
等
が
合
同
で
無
料
相

談
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

当
日
は
、弁
護
士
、社
会
保
険
労
務
士
、司
法

書
士
と
い
っ
た
専
門
家
が
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。面
談
で
も
電
話
で
も
可
能
で
す
。事
業

主
の
方
も
相
談
で
き
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

日
　

時
　

３
月
２
日（
月
）10
時
〜
16
時

場
　

所
　

高
知
県
庁
北
庁
舎
　

４
階

　
　
　
　

（
高
知
市
丸
ノ
内
２-

４-

１
）

相
談
ダ
イ
ヤ
ル（
当
日
専
用
）

　

☎
０
８
８（
８
２
１
）４
６
６
１

※

相
談
は
事
前
予
約
優
先
、先
着
順
で
す
。

　

予
約
受
付
は
、２
月
４
日（
水
）９
時
か
ら

　

高
知
県
労
働
委
員
会
事
務
局
で
行
い
ま
す
。

教育委員会 生涯学習課（中央公民館内）
☎（34）7311　

問 申

お
知
ら
せ

平成27年度　公民館団体登録申請受付 　

公
民
館
で
は
、社
会
教
育
を
目
的
と
し
て
定

期
的
な
活
動
を
行
い
、市
の
社
会
教
育
の
向
上

に
貢
献
が
期
待
で
き
る
等
の
一
定
要
件
を
満

た
す
団
体
に
つ
い
て
、登
録
し
、そ
の
活
動
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
申
請
を
希
望
す
る
団
体
は
、

公
民
館
団
体
登
録
基
準
要
綱
を
ご
確
認
の
う

え
、左
記
関
係
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
期
間

　

平
成
27
年
４
月
１
日
〜
平
成
28
年
３
月
31
日

提
出
書
類

　

(

１)
平
成
27
年
度
四
万
十
市
立
公
民
館
団
体

　
　

   

登
録
申
請
書

　

(

２)

添
付
書
類

　
　

ア
　

平
成
27
年
度
事
業（
学
習
）計
画
書

　
　

イ
　

会
員
名
簿

　
　

ウ
　

会
則
・
規
約
等（※
定
め
て
い
る
団
体
）

提
出
期
限

　

３
月
６
日（
金
）
　

※

期
限
厳
守

　
「
四
万
十
市
立
公
民
館
団
体
登
録
基
準
要
綱
」・

提
出
書
類
は
、中
央
公
民
館
窓
口
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
四
万
十
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

団
体
登
録
に
つ
い
て
」か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

　

公
民
館
で
は
、社
会
教
育
を
目
的
と
し
て
定

期
的
な
活
動
を
行
い
、市
の
社
会
教
育
の
向
上

に
貢
献
が
期
待
で
き
る
等
の
一
定
要
件
を
満

た
す
団
体
に
つ
い
て
、登
録
し
、そ
の
活
動
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
申
請
を
希
望
す
る
団
体
は
、

公
民
館
団
体
登
録
基
準
要
綱
を
ご
確
認
の
う

え
、左
記
関
係
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
期
間

　

平
成
27
年
４
月
１
日
〜
平
成
28
年
３
月
31
日

提
出
書
類

　

(

１)
平
成
27
年
度
四
万
十
市
立
公
民
館
団
体

　
　

   

登
録
申
請
書

　

(

２)

添
付
書
類

　
　

ア
　

平
成
27
年
度
事
業（
学
習
）計
画
書

　
　

イ
　

会
員
名
簿

　
　

ウ
　

会
則
・
規
約
等（※
定
め
て
い
る
団
体
）

提
出
期
限

　

３
月
６
日（
金
）
　

※

期
限
厳
守

　
「
四
万
十
市
立
公
民
館
団
体
登
録
基
準
要
綱
」・

提
出
書
類
は
、中
央
公
民
館
窓
口
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
四
万
十
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

団
体
登
録
に
つ
い
て
」か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

四万十D＆H（花嫁衣裳おぐら内）　☎（34）2259
〒787-0025　四万十市中村一条通三丁目

問

募
　

集

メモリアルウエディング　船上結婚式 　

４
月
10
日
の「
四
万
十
の
日
」に
、全
国
の
希

望
者
か
ら
選
ば
れ
た
３
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
、春

の
四
万
十
川
に
浮
か
ぶ
屋
形
船
で
結
婚
式
を

行
い
ま
す
。挙
式
を
お
考
え
の
方
は
、ぜ
ひ
お

申
込
く
だ
さ
い
。

日
　

時
　

４
月
10
日（
金
）
　

午
前
中

場
　

所

　

佐
田
沈
下
橋
付
近
〜
三
里
沈
下
橋
付
近

内
　

容

　

○
新
郎
様
の
タ
キ
シ
ー
ド

　

○
新
婦
様
の
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス

　

○
屋
形
船
上
で
の
人
前
結
婚
式（
約
２
時
間
）

　
　

を
４
月
10
日（
四
万
十
の
日
）に
限
り
、

　
　

１
組
あ
た
り
４
万
10
円
に
て
挙
式
し
ま
す
。

申
込
締
切
　

２
月
28
日（
土
）

主
　

催

　

四
万
十
D
＆
H（
ド
リ
ー
ム 

ア
ン
ド 

ホ
ー
プ
）

後
　

援

　

中
村
商
工
会
議
所

　

(

一
社)

四
万
十
市
観
光
協
会

　

K
H
K
有
限
会
社
　

ほ
か

　

４
月
10
日
の「
四
万
十
の
日
」に
、全
国
の
希

望
者
か
ら
選
ば
れ
た
３
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
、春

の
四
万
十
川
に
浮
か
ぶ
屋
形
船
で
結
婚
式
を

行
い
ま
す
。挙
式
を
お
考
え
の
方
は
、ぜ
ひ
お

申
込
く
だ
さ
い
。

日
　

時
　

４
月
10
日（
金
）
　

午
前
中

場
　

所

　

佐
田
沈
下
橋
付
近
〜
三
里
沈
下
橋
付
近

内
　

容

　

○
新
郎
様
の
タ
キ
シ
ー
ド

　

○
新
婦
様
の
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス

　

○
屋
形
船
上
で
の
人
前
結
婚
式（
約
２
時
間
）

　
　

を
４
月
10
日（
四
万
十
の
日
）に
限
り
、

　
　

１
組
あ
た
り
４
万
10
円
に
て
挙
式
し
ま
す
。

申
込
締
切
　

２
月
28
日（
土
）

主
　

催

　

四
万
十
D
＆
H（
ド
リ
ー
ム 

ア
ン
ド 

ホ
ー
プ
）

後
　

援

　

中
村
商
工
会
議
所

　

(

一
社)

四
万
十
市
観
光
協
会

　

K
H
K
有
限
会
社
　

ほ
か

還付金の手続き?
公的機関職員を名乗る
不審な電話にご注意!!
　市町村役場や銀行の職員を名
乗り、医療費や社会保険料の還
付を口実に、不審な電話が相次
いでかかってきています。「還付
金があるので手続きを」と言っ
てATMへ誘導し、お金を振り込
ませるというのは還付金詐欺の
手口になりますので注意してく
ださい。

　対策　
○公的機関や銀行の職員が還付
　金の受け取りのためにATMへ
　誘導する電話をすることは絶
　対にありません。
○不審な電話があった場合は、
　一人で判断せず、家族や警察
　などに相談するとともに、必
　ず事実を確認してください。

　その他　
　これから年度末にかけて、税
金や医療費などの還付金詐欺が
多発しますので、十分に注意し
てください。

【問い合わせ先】
中村地区地域安全協会
（中村警察署内）
☎（34）0110
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お
知
ら
せ

平成27年度「市民交通傷害保険」加入申込受付 　

新
年
度
の
市
民
交
通
傷
害
保
険
の
加
入
申
込

を
、次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

　

こ
の
保
険
は
1
年
契
約
で
す
の
で
、毎
年
申
込

が
必
要
で
す
。

保
険
期
間

　

平
成
27
年
４
月
１
日
午
前
０
時
〜
平
成
28
年

　

３
月
31
日
午
後
12
時
ま
で
の
１
年
間

加
入
資
格

　

平
成
27
年
４
月
１
日
時
点
で
、本
市
に
住
民
登

　

録（
住
民
票
）の
あ
る
人

※
４
月
１
日
時
点
で
転
出
等
に
よ
り
住
民
登
録
を

　

喪
失
し
て
い
る
人
は
加
入
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

※
一
人
に
つ
き
２
口
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

【
個
人
】

　

受
　

付
　

３
月
２
日（
月
）か
ら
随
時
受
付

　

掛
け
金
ほ
か

　
　

１
口
に
つ
き
７
２
０
円（
生
活
保
護
法
の
適

　
　

用
を
受
け
て
い
る
人
は
３
６
０
円
）

※
本
庁
お
よ
び
総
合
支
所
担
当
課
に
備
え
て
い
る

　

加
入
申
込
書
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。印

　

鑑
が
必
要
で
す
。

※
年
間
を
通
じ
て
い
つ
で
も
加
入
で
き
ま
す（
途

　

中
加
入
の
掛
け
金
は
月
割
）。

【
団
体
】

　

受
　

付
　

３
月
２
日（
月
）〜
31
日（
火
）

　

掛
け
金
ほ
か

　
　

１
口
に
つ
き
６
９
０
円（
団
体
加
入
報
奨
金

　
　

30
円
が
相
殺
さ
れ
た
額
で
す
。生
活
保
護
法

　
　

の
適
用
を
受
け
て
い
る
人
は
３
３
０
円
）

※
区
長
回
覧
の
団
体
加
入
申
込
書
に
て
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。１
団
体
20
口
以
上
必
要
で
す
。

※
団
体
加
入
の
人
の
被
保
険
者
カ
ー
ド
は
、４
月

　

中
旬
以
降
に
配
付
と
な
り
ま
す
。

第36回　春の合同展 　

中
村
の
春
を
飾
る
文
化
協
会
主
催
の「
春
の
合

同
展
」を
左
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。四
万

十
市
に
関
わ
り
の
あ
る
人
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
る
展
示
会
で
す
の
で
、お
気
軽
に
、ご
出
品
、

ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

搬
　

入
　

３
月
１
日（
日
）10
時
〜
16
時

会
　

期
　

３
月
６
日（
金
）〜
８
日（
日
）

　
　
　
　

９
時
〜
17
時（
最
終
日
は
16
時
ま
で
）

会
　

場
　

市
立
中
央
公
民
館

部
　

門

　

華
道
、茶
道
、洋
画
、日
本
画
、書
道
、写
真
、短
歌
、

　

川
柳
、俳
句
、工
芸
、手
工
芸
、グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ

　

ザ
イ
ン

　

※

最
終
日
に
は
茶
席
も
用
意
し
ま
す
。

整
理
費
　

１
０
０
円（
高
校
生
以
下
は
無
料
）

催
　

し

第2回　四万十語り部フェスタ 　

四
万
十
楽
舎
主
催
に
よ
る「
四
万
十
語
り
部

フ
ェ
ス
タ
」を
２
日
間
に
わ
た
り
開
催
し
ま
す
。地

域
に
伝
わ
る
伝
統
や
文
化
を
現
代
の
照
明
効
果
や

映
像
を
交
え
て
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

　

他
に
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
、琴
と
尺
八
の
奏
者

を
東
京
都
か
ら
お
招
き
し
、四
万
十
の
歌
姫
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
の
で
、多
く
の
方
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
四
万
十
語
り
部
フ
ェ
ス
タ
西
土
佐

　

日
時
　

２
月
28
日（
土
）14
時
〜

　

場
所
　

西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

　
　

○
四
万
十
語
り
部
フ
ェ
ス
タ
中
村

　

日
時
　

３
月
１
日（
日
）14
時
〜

　

場
所
　

市
立
文
化
セ
ン
タ
ー

催
　

し

お
知
ら
せ

平成27年度 市立学校体育施設
上半期利用申込受付 　

（
市
）教
育
委
員
会
で
は
、地
域
に
お
け
る

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
普
及
を
目
的
と
し
た
、市

内
小
中
学
校
体
育
施
設（
中
村
地
域
）の
夜
間

開
放
を
行
っ
て
い
ま
す
。利
用
を
希
望
さ
れ
る

団
体
は
、所
定
の
申
請
書
な
ど
の
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

開
放
施
設

　

体
育
館
・
武
道
場
・
運
動
場

※
開
放
で
き
る
学
校
、曜
日
、時
間
帯
な
ど
に

　

つ
い
て
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
期
間

　

平
成
27
年
4
月
〜
平
成
27
年
9
月

申
込
受
付
期
間

　

2
月
2
日（
月
）〜
16
日（
月
）

※
土
日
祝
日
を
除
く
、8
時
30
分
か
ら
17
時

　

15
分
の
間
に
お
願
い
し
ま
す
。

（市）教育委員会 社会体育課
☎（34）2071

四万十楽舎
☎（54）1230

問
（市）教育委員会　生涯学習課
☎（34）7311

問

お
知
ら
せ

体育施設の年間使用予約受付　

平
成
27
年
度
に
大
会
等
で
体
育
施
設
の
使

用
を
希
望
す
る
団
体
は
年
間
使
用
の
予
約
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。希
望
調
書
は
市
民
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
具
同
体
育
セ
ン

タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

施
設
名

　

・
安
並
運
動
公
園
内
体
育
施
設

　

・
具
同
体
育
セ
ン
タ
ー

予
約
期
間

　

平
成
27
年
４
月
1
日
〜
平
成
28
年
3
月
31
日

受
付
期
間
　

2
月
16
日（
月
）17
時
ま
で

調
整
会
議
　

2
月
19
日（
木
）19
時
か
ら

　
　
　
　
　

市
立
武
道
館
　

会
議
室

＊
各
団
体
か
ら
必
ず
1
人
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

問 申

（公財）四万十市体育協会（安並スポーツセンター内）
☎（34）2071

問 申 問 申

（本　　庁）環境生活課市民生活係　☎（35）4147
（総合支所）地域企画課地域振興係　☎（52）1111
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催
　

し

くろそん手帖展覧会 　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、次
の
２

会
場
で「
く
ろ
そ
ん
手
帖
展
覧
会
」

を
開
催
し
ま
す
。 

　

黒
尊
を
訪
れ
た
皆
さ
ん
が
想
い

の
ま
ま
に
書
き
込
ん
だ
く
ろ
そ
ん

手
帖
を
一
堂
に
集
め
て
展
示
し
ま

す
。 

開
催
場
所
・
期
間
　

 

　

中
村
会
場（
市
立
中
央
公
民
館
）

　

３
月
15
日（
日
）〜
22
日（
日
） 

　

奥
屋
内
会
場（
旧
奥
屋
内
小
学
校
）

　

３
月
28
日（
土
）、29
日（
日
） 

※
29
日
午
後
に
は
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。 
表
彰
式

　

に
合
わ
せ
て「
く
ろ
そ
ん
カ
フ
ェ
」も
開
店
さ
れ

　

ま
す
。 

く
ろ
そ
ん
カ
フ
ェ（
３
月
29
日
午
後
の
み
） 

　

ケ
ー
キ
と
コ
ー
ヒ
ー
　

５
０
０
円（
要
申
込
） 

　

申
込
期
間
　

３
月
１
日（
日
）〜
13
日（
金
）

　
　
　
　
　
　

下
記
連
絡
先
ま
で 

●
く
ろ
そ
ん
手
帖
の
出
品
者
募
集
中
！ 

　

お
手
元
に
書
き
込
ん
だ
く
ろ
そ
ん
手
帖
を
お

持
ち
の
人
は
ぜ
ひ
こ
の
展
覧
会
に
出
品
く
だ
さ

い
。観
覧
者
の
評
価
が
高
か
っ
た
手
帖
、黒
尊
の

方
々
を
驚
か
せ
た
手
帖
は
表
彰
さ
れ
ま
す
。 

募
集
期
間
　

２
月
１
日（
日
）〜
３
月
13
日（
金
）

出
品
要
件

　

少
し
で
も
黒
尊
で
の
想
い
出
が
記
入
さ
れ
て
い

　

る
く
ろ
そ
ん
手
帖 

郵
送
方
法

　

下
記
連
絡
先
ま
で
持
参
も
し
く
は
郵
送
く
だ

　

さ
い
。（
出
品
時
の
送
料
は
ご
負
担
願
い
ま
す
） 

※
出
品
い
た
だ
い
た
手
帖
は
、５
月
初
旬
ま
で
に

　

生
涯
学
習
課
か
ら
返
送
し
ま
す
。

第24回　幡多ふれあい医療公開講座
日
　

時 

　

２
月
８
日（
日
）13
時
30
分
〜（
開
場
13
時
）

　

※

16
時
終
了
予
定

場
　

所
　

土
佐
清
水
市
立
中
央
公
民
館

テ
ー
マ

　

『
笑
顔
で
長
生
き
す
る
た
め
の
ロ
コ
モ
予
防
』

内
　

容

　

「
脚（
あ
し
）の
痛
み
と
の
付
き
合
い
方
」

　
　

幡
多
け
ん
み
ん
病
院 

整
形
外
科
医
長
　

小
松 

誠

　

「
腰（
こ
し
）の
痛
み
と
の
付
き
合
い
方
」

　
　

幡
多
け
ん
み
ん
病
院 

整
形
外
科
部
長
　

北
岡 

謙
一

参
加
費
　

無
料
、ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

※

講
師
の
先
生
方
の
都
合
で
開
催
日
時
が
変
更
に
な

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
留
意
く
だ
さ
い
。

教
室
・
講
座

講演会「医食同源・心と体のための食生活」
講
演
会

　

「
医
食
同
源
・
心
と
体
の
た
め
の
食
生
活
」

日
　

時
　

３
月
１
日（
日
）９
時
30
分
〜
12
時

場
　

所
　

新
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
四
万
十
　

２
階
　

講
　

師

　

食
文
化
論
者

　

小
泉 

武
夫（
東
京
農
業
大
学
名
誉
教
授

専
門
は
発
酵
学
、食
文
化
論
、農
学

博
士
）

　

〈
主
な
著
書
〉

　

「
食
あ
れ
ば
楽
あ
り
」「
食
と
日
本
人
の
知
恵
」
　

　

「
発
酵
食
品
礼
賛
」な
ど
多
数

参
加
費
　

無
料

主
　

催

　

国
立
会（
高
知
県
国
立
大
学
歯
学
部
同
窓
会
）

申
込
締
切
　

２
月
20
日（
金
）

教
室
・
講
座

お
知
ら
せ

四万十シルバー教室 閉級式　作品展と舞台発表会
　

四
万
十
シ
ル
バ
ー
教
室
は
、60
歳
以
上
の

方
の
生
き
が
い
づ
く
り
と
社
会
参
加
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
技
術
習
得
を
目
指
し
、延
べ

３
２
５
人
の
受
講
生
が
10
講
座
に
在
籍
し
て

学
習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

　

閉
級
式
と
記
念
講
演
、併
せ
て
こ
の
１
年

間
の
学
習
成
果
を
、舞
台
発
表
と
作
品
展
示

に
よ
り
行
い
ま
す
。皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
閉
級
式
と
舞
台
発
表
会

　

日
　

時

　
　

３
月
13
日（
金
）

　
　

13
時
〜
　

閉
級
式
行
事

　
　

14
時
〜

　
　

ス
テ
ー
ジ
発
表（
各
講
座
20
分
間
）

　
　

謡
曲
、民
踊
、楽
し
い
踊
り
、詩
吟
、編
み

　
　

物
、ダ
ン
ス

　
　

16
時
30
分
　

終
了
予
定

　

場
　

所

　
　

市
立
中
央
公
民
館 

２
階
大
ホ
ー
ル

■
作
品
展

　

期
　

間

　
　

３
月
11
日（
水
）〜
13
日（
金
）

　
　

９
時
〜
17
時

　
　

（
最
終
日
は
16
時
ま
で
）

　

 

場
　

所 

　
　

市
立
中
央
公
民
館

　
　

・
生
け
花
、書
道（
１
階
展
示
ホ
ー
ル
）

　
　

・
編
み
物
、家
庭
園
芸
、水
彩
画（
１
階
大

会
議
室
Ⅰ
）

※
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、お
車
で
の
ご
来
場

　

は
乗
り
合
わ
せ
で
お
願
い
し
ま
す
。

幡多けんみん病院（経営事業課）☎0880（66）2222
 (市)保健介護課　☎（34）1115

問

問 申

にいや歯科医院　新谷泰司（四万十市具同2241-5）
☎（37）4182　FAX（37）6782

問 申

（市）教育委員会 生涯学習課
☎(34)7311

問

（市）教育委員会 生涯学習課 社会教育振興係（市立中央公民館）☎（34）7311
〒787-0012　四万十市右山五月町8-22

こ
い
ず
み

く
に
た
ち
か
い

た
け
お
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催
　

し

西土佐ふれあいホール自主事業
『南国の初春 ～八重山の島唄、沖縄の島唄～ 』 　

沖
縄
の
無
形
文
化
財

「
八
重
山
古
典
民
謡
」

は
、男
女
の
掛
け
合
い

で
唄
わ
れ
る
軽
快
な
ユ

ン
タ（
作
業
歌
）や
、男

性
の
唄
に
女
性
の
囃
子

が
高
音
で
入
る
叙
情
歌

が
特
徴
的
で
す
。ぜ
ひ

そ
の
魅
力
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

　

今
回
出
演
さ
れ
る
山

本
さ
ん（
女
性
）は
、四

万
十
市
出
身
で
2
0
0
3
年
に
沖
縄
に
移
住
し
て

演
奏
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
皆
さ
ま
お
誘
い
あ
っ
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

日
　

時

　

２
月
21
日（
土
）14
時
〜（
開
場
13
時
30
分
）
　

場
　

所
　

西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

出
　

演

　

宮
良
　

康
生（
八
重
山
民
謡
無
形
文
化
財
）

　

山
本
　

藍（
四
万
十
市
出
身
）

演
奏
曲

　

と
ぅ
ば
ら
ー
ま
、安
里
屋
ゆ
ん
た
、さ
ん
し
ん
の

　

花
　

ほ
か

チ
ケ
ッ
ト
　

（
前
売
）一
般
　

 

１
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　

高
校
生
以
下
　

５
０
０
円

　
　
　
　
　

※
当
日
券
は
５
０
０
円
増
し

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

　

西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
、西
土
佐
総
合
支
所
、

　

西
土
佐
ふ
る
さ
と
市
、市
立
中
央
公
民
館
　

「四万十川キャンペーンレディ」募集 　

（
一
社
）四
万
十
市
観
光
協
会
で
は
、四
万
十

市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
の
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
る
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。四
万
十
市
に
在
住
す
る

18
歳
以
上
の
健
康
で
明
朗
な
女
性
の
ご
応
募
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

主
な
仕
事
内
容

　

・
四
万
十
市
の
各
種
観
光
行
事
へ
の
参
加

　

・
県
内
外
で
の
観
光
宣
伝
・
催
物
等
へ
の
参
加

　

・
公
的
行
事
へ
の
参
加
　

ほ
か

報
　

酬
　

各
出
務
に
よ
り
日
当
を
支
給

募
集
人
員
　

２
人

任
　

期

　

平
成
27
年
３
月
６
日
〜
平
成
29
年
３
月
31
日

　

ま
で
の
２
年
間

応
募
方
法

　

・
履
歴
書（
３
カ
月
以
内
の
カ
ラ
ー
写
真
を
貼

　

付
け
）を
下
記
ま
で
郵
送
ま
た
は
提
出
し
て

　

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

　

２
月
20
日（
金
）17
時
30
分
ま
で（
当
日
消
印

　

有
効
）

選
考
方
法

　

・
１
次
審
査

　
　

書
類
選
考

　
　

（
書
類
選
考
の
う
え
、面
接
日
を
通
知
）

　

・
２
次
審
査

　
　

面
接（
筆
記
試
験
な
し
）

　
　 募

　

集

問

（一社）四万十市観光協会　☎（35）4171
〒787－0015　四万十市右山383－15
（物産館サンリバー四万十敷地内）

問 申

西土佐ふれあいホール
☎（52）1110

「星羅deであいしまんと交流会inにしとさ」参加者募集 !! 　

市
で
は
、独
身
男
女
の
出
会
い
の
場
と
し
て

「
で
あ
い
し
ま
ん
と
交
流
会
」を
開
催
し
ま
す
。

　

ホ
テ
ル
星
羅
四
万
十（
貸
切
）で
の
交
流
会
や

天
体
観
測
、屋
形
舟
体
験
、カ
ヌ
ー
館
で
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
等
、春
の
西
土
佐
を
満
喫
し
な
が

ら
、楽
し
め
る
内
容
と
し
て
い
ま
す
。新
し
い
出

逢
い
を
こ
こ
で
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

県
外
か
ら
の
応
募
も
可
能
で
す
。ぜ
ひ
、多
く

の
方
の
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
催
日
　

３
月
14
日（
土
）〜
15
日（
日
）

参
加
費

　

男
性
６
千
円
　

女
性
４
千
円

　

（
交
流
会
・
宿
泊
・
朝
食
・
イ
ベ
ン
ト
体
験
料
込

　

み
）※

当
日
支
払

参
加
資
格 

　

女
性
25
歳
か
ら
45
歳
、男
性
25
歳
か
ら
50
歳

　

ま
で
の
独
身
男
女

募
集
人
員
　

男
女
各
15
人
程
度

申
込
期
限   

２
月
20
日（
金
）

申
込
方
法
　

 

　

左
記
事
項
を
記
入
の
う
え
、電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

　

メ
ー
ル
・
郵
送
等
の
い
ず
れ
か
で
、下
記
ま
で

　

ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

　

①
住
所
　

②
氏
名
　

③
性
別
　

④
年
齢

　

⑤
生
年
月
日
　

⑥
職
業
　

⑦
電
話
番
号

　

⑧
趣
味
　

⑨
応
募
き
っ
か
け

 募
　

集

（市）産業建設課　産業振興係　☎（52）1111 　FAX（52）2124
〒787-1601　四万十市西土佐江川﨑2445-2　西土佐総合支所内  
E-mail　n-sangyou@city.shimanto.lg.jp

問 申

は
や
し
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教
室
・
講
座

モラロジー生涯学習セミナー 「心がつくる人生」 　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、私
た
ち
の
心
の
あ
り
方（
心

づ
か
い
・
考
え
方
）に
焦
点
を
当
て
、心
豊
か
な
人

生
、楽
し
い
家
庭
、明
る
い
職
場
、住
み
よ
い
社
会

を
つ
く
る
た
め
の
日
々
の
心
づ
か
い
と
行
い
の
あ

り
方
を
、参
加
者
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
考
え
る
も

の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
人
生
に
と
っ
て
大
切
な
指
針
や
、

子
ど
も
の
教
育
や
親
の
介
護
・
人
間
関
係
の
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
解
決
の
ヒ
ン
ト
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。本
年
も
全
国
で
約
４
２

0
会
場
に
て「
モ
ラ
ロ
ジ
ー
生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

日
　

時

　

２
月
18
日（
水
）〜
19
日（
木
）

　

19
時
〜
21
時
15
分（
受
付
18
時
30
分
）

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館
　

１
階
大
会
議
室

講
　

師

　

公
益
財
団
法
人
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所

　

社
会
教
育
講
師

　

伊
賀
斌
彦（
奈
良
県
）・
上
村
卓
三（
京
都
府
）

参
加
費
　

1
5
0
0
円

主
　

催
　

公
益
財
団
法
人
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所

後
　

援

　

文
部
科
学
省
・
高
知
県
教
育
委
員
会

　

四
万
十
市
・
四
万
十
市
教
育
員
会

幡多地区林業就業相談会　

林
業
に
就
業
し
た
い
人
、関
心
の
あ
る
人
を
対

象
に
、林
業
事
業
体
・
林
業
関
係
団
体
の
担
当
者
が
、

個
別
面
談
に
よ
り
お
応
え
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　

時

　

２
月
28
日（
土
）

　

13
時
〜
16
時（
受
付
締
切
15
時
30
分
）

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館

参
加
費
　

無
料

相
　

談

はた地域就職面接会
～「はたで働きたい」あなたを応援～ 　

参
加
予
定
企
業
約
30
社
！
多
く
の
事
業
所
と
話

を
す
る
チ
ャ
ン
ス
！

　

は
た
地
域
で
の
就
職
・
転
職
を
お
考
え
の
方
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　

時

　

２
月
19
日（
木
）

　

13
時
〜
16
時（
受
付
：
12
時
30
分
〜
）

場
　

所

　

Ｊ
Ａ
高
知
は
た
農
協
会
館
４
階 

大
ホ
ー
ル

　

（
右
山
五
月
町
７-

40
）

※

面
接
希
望
の
方
は
、履
歴
書（
写
真
貼
付
）を
ご

　

持
参
く
だ
さ
い
。

※

参
加
無
料
、相
談
の
み
も
可
。

募
　

集

教
室
・
講
座

シニア世代のためのパソコン初心者教室 　

初
心
者
教
室
で
は
パ
ソ
コ
ン
に
触
っ
た
こ
と
も

無
い
初
心
者
の
方
で
も
電
源
の
入
れ
方
や
文
字

を
打
つ
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。ま
た
、年
齢
に
関
係

な
く
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
の
で
一
年
間
ゆ
っ
く

り
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

☆
初
心
者
教
室

　

パ
ソ
コ
ン
で
で
き
る
基
礎
的
な
事
を
浅
く
広
く

学
習
し
ま
す
。

期
　

間

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
平
成
28
年
３
月
ま
で
の

　

1
年
間

日
　

時
　

毎
週
土
曜
日
：
13
時
30
分
〜
16
時
　

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館
１
F
　

情
報
学
習
室

対
象
者

　

パ
ソ
コ
ン
に
興
味
が
あ
り
生
活
の
道
具
と
し
て

　

使
い
た
い
と
い
う
学
習
意
欲
の
あ
る
方
・
生
活

　

に
楽
し
み
を
見
つ
け
た
い
方
。

定
　

員
　

募
集
人
数
20
人（
先
着
順
と
し
ま
す
）

※
基
礎
教
室
・
基
礎
復
習
教
室
に
つ
い
て
も
若
干

　

の
補
充
募
集
を
し
ま
す
の
で
詳
細
は
お
電
話

　

に
て
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　

募
集
期
間

　

２
月
９
日（
月
）〜
３
月
16
日（
月
）

※
た
だ
し
、定
員
に
達
し
ま
し
た
ら
締
め
切
ら
せ

　

て
い
た
だ
き
ま
す
。

受
講
料

　

受
講
料
は
無
料
で
す
が
月
4
回
10
時
間
学
習

　

の
た
め
の
教
材
･
資
料
作
成
料
お
よ
び
教
室

　

運
営
費
の
合
計
で
月
額
3
0
0
0
円
ご
負
担

　

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
事
務
局
は
毎
週
火
曜
・
土
曜
の
終
日
と
水
曜
日

　

の
午
前
中
は
不
在
と
な
り
ま
す
。

高知県林業労働力確保支援センター
☎0887（57）0366

問

問 申

ハローワーク四万十
☎（34）1155

問

（市)非営利活動市民団体　四万十市シニアネットワーク事務局　担当　かわやま
☎（37）2301　☎090（4978）2452　FAX （37）2301

問

窪川モラロジー事務所しまんとニューモラルサークル
福留　☎（32）1698
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四万十市蕨岡字北坂折甲160番地
先の県道橋
四万十市蕨岡字北坂折甲160番地
先の県道橋

四万十川との合流点から
4kｍ付近

左岸　四万十市佐田三段畑道の西1409番
右岸　四万十市鏡ヶ城山3189番のイの地
左岸　四万十市佐田三段畑道の西1409番
右岸　四万十市鏡ヶ城山3189番のイの地

河口から13.4ｋｍ付近

河口から5ｋｍ付近河口から5ｋｍ付近

左岸　四万十市有岡字沖前1431番の1地先
右岸　四万十市九樹字カゲヒラ1485番の1地先

*①は、四万十川右岸・中筋川左右両岸が範囲
*③④は、中筋川左右両岸が範囲

⑩

⑨
⑥

②

④ ③

①

⑦

⑧

⑤

坂折橋

秋田橋

岩田川

後川橋

佐岡橋

中村大橋

四万十大橋

楠島大橋楠島大橋

中筋川
四万十川

渡川大橋

四万十川橋
（赤鉄橋）
四万十川橋
（赤鉄橋）

河口R321

山
路
橋

坂
本
橋

森
沢
川

江
ノ
村
大
橋

土
居
大
橋

荒
川
川

国
見
川

後
川

磯
ノ
川
川

九
樹
橋

古津賀川古津賀川

教
室
・
講
座

四万十市雇用創造促進協議会 2月開催講座

ご不明な点がありましたら、下記までお問い合わせの上お申し込みください。応募者多数の場合は先着順になります。

問
四万十市雇用創造促進協議会　☎（34）9570　FAX（34）9571　
ホームページ　http://www.shimanto-koyo.com/

募集種目 日　　時 場　　所 内　　容 募集期間 定員講　　師

◆加工技術力向上
　研修

2月6日（金）
14:00～16:00

四万十市西土佐
商工会
2階会議室

◎売れる、たからものは、足元から。
＜デパートやらスーパーに売ったち…＞

2月5日（木）
まで

20人
野村　裕
（有限会社パッケー
ジ高知 代表取締役）

定期相談所
日　時 場　所 相談内容 問い合わせ先

（本庁）総務課　
☎（34）1804

2月20日（金）
13時～16時

社会福祉センター
国や県、市の仕事に対する苦情や要望
《相談委員》正木　卓夫 ☎(37)2560
　　　　　平石眞理子 ☎(35)4250

行政相談所

日本政策金融公庫
高知支店 
農林水産事業
☎ 088(825)1091

2月26日（木）
JA高知はた本所 

3階
農業に関する借入相談、経営全般に関
するお悩みなどの相談（要事前予約）

無料農業経営相談
（偶数月第4木曜日
開催）

高知地方法務局
四万十支局 
☎ （34）1600
FAX（34）1601

3月9日（月）
13時～15時

高知地方法務局
四万十支局

（右山五月町3番12号
中村地方合同庁舎2階）

金銭・相続・借地借家・結婚・離婚・セクハ
ラ・ＤＶ・いじめ・児童虐待など人権に関す
る問題（無料、事前予約制・1人30分以内）

弁護士資格のある
人権擁護委員による
特設人権相談所
※要事前予約（電話、
　FAX）

　住民の皆さんと連携しながら、河川愛護思想の普及啓発および河川の適正な維持管理に協力してもらうことを目
的に、河川愛護モニターを募集します。

応募資格
　満20歳以上で、活動範囲の近隣に居住する人
募集人員
　活動範囲ごとに各1人（応募者多数の場合は選考）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
任　　期
　平成27年4月1日～平成28年3月31日まで
手　　当
　月額　2,800円（交通通信費を含む）
応募方法
　必要事項を官製はがき・ファクスまたはＥメールに                                                                     
　記入の上、3月2日（月）までに送付してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

▽必要事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・活動範囲（①から⑩の数字で記入）
希望区間が複数ある場合には、第3希望まで記載。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　・氏名（ふりがな）、生年月日、性別、住所、電話番号、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
職業、応募理由や河川に対する思いを100字程度
にまとめ記述してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【問い合わせ・申込先】
〒787--0015　四万十市右山2033-14
国土交通省中村河川国道事務所　河川管理課　池内
☎（34）7309　FAX（34）2674
Ｅメールアドレス　nakama52@skr.mlit.go.jp

　平成26年度中に「佐伯IC̃蒲江IC」が開通することにより、南九州が ぐっと近くに!!“四国～九州を結ぶコバルト
色の夢航路”「宿毛フェリー」を利用して南九州へ行きませんか?宿毛佐伯航路利用促進協議会（構成：高知県・大分
県・幡多6市町村・佐伯市）において、利用促進による航路維持に取り組んでいます。

平成27年度  河川愛護モニター募集平成27年度  河川愛護モニター募集平成27年度  河川愛護モニター募集

【平成26年度　東九州自動車道全線開通予定】

【問い合わせ先】㈱宿毛フェリー　☎0880（62）1100　FAX 0880（62）1200

1便
2便
3便

00：30
08：00
16：00

03：40
11：10
19：10

1便
2便
3便

04：10
12：00
20：50

07：20
15：10
00：00

下り【宿毛 発→佐伯 着】 上り【佐伯 発→宿毛 着】
宿毛フェリー　時刻表
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★
人
権
さ
ま
ざ
ま
★

人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く118

　

ハ
ン
セ
ン
病
は
、
百
年
も
の
長
い

期
間
、
国
が
誤
っ
た
隔
離
政
策
を
続

け
、差
別
を
助
長
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
で
は
完
全
に
治
る
病
で
あ
り
、

伝
染
病
と
言
っ
て
も
、
流
感
程
度
の

感
染
力
も
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
こ
ん
な
誤
解
が
ま
か
り
通
っ
て

来
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

間
違
っ
た
理
解
の
仕
方
で
人
々
は

怖
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。
殊
に
日
本

が
明
治
を
迎
え
、
欧
米
に
肩
を
並
べ

近
代
国
家
を
目
指
す
に
あ
た
っ
て
、

ハ
ン
セ
ン
病
は
国
辱
と
ま
で
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

１
９
０
７
（
明
治
40
）
年
「
癩
予
防

ニ
関
ス
ル
件
」を
公
布
し
、予
防
策
を

審
議
し
た
際
、「
隔
離
」
す
る
こ
と
が

最
善
の
方
法
だ
と
決
め
つ
け
ら
れ
ま

し
た
。
日
清
戦
争
に
勝
利
し
た
日
本

が
、ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
植
民
地
並

み
の
患
者
が
居
て
は
最
大
の
恥
辱
だ

と
、
強
制
隔
離
政
策
を
い
っ
そ
う
推

し
進
め
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。
そ
う
し
て
年
々
エ
ス
カ

レ
ー
ト
し
て
い
き
ま
し
た
。
療
養
所

の
所
長
以
下
職
員
に
は
警
察
官
出
身

者
が
採
用
さ
れ
、
懲
戒
検
束
規
定
が

明
記
さ
れ
、
大
正
時
代
に
は
全
生
病

院
長
（
光
田
健
輔
）
の
も
と
に
、
男
性

入
所
者
の
断
種
手
術
が
公
然
と
お
こ

な
わ
れ
、
他
の
療
養
所
に
ま
で
も
広

ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

職
員
不
足
を
補
う
た
め
、
入
所
者

は
強
制
的
に
働
か
さ
れ
ま
し
た
。
重

症
患
者
の
付
き
添
い
看
護
、
包
帯
・

ガ
ー
ゼ
の
洗
濯
、
清
掃
、
屎
尿
の
汲

み
取
り
、散
髪
、木
工
、土
工
な
ど
重

労
働
で
し
た
。

　

昭
和
時
代
に
入
り
、「
癩
予
防
ニ
関

ス
ル
法
律
」で
、さ
ら
に
強
め
ら
れ
て

い
き
ま
し
た
。患
者
運
動
弾
圧
の
た

め
の
重
監
房
ま
で
設
置
、ま
る
で
重

罪
人
の
拷
問
の
や
り
方
に
も
負
け
な

い
ほ
ど
の
仕
置
き
が
国
を
あ
げ
て
実

行
さ
れ
て
き
た
の
で
し
た
。

　

行
政
や
医
療
関
係
の
み
な
ら
ず
、

国
民
の
一
人
ひ
と
り
に
至
る
ま
で
、

ハ
ン
セ
ン
病
者
の
心
の
内
ま
で
理
解

す
る
も
の
は
、誰
一
人
い
な
い
と
い

う
時
代
が
、戦
後
に
な
っ
て
さ
え
続

け
ら
れ
、人
権
尊
重
を
適
用
さ
れ
る

こ
と
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
も
患
者
の
心

に
分
け
入
り
、生
き
甲
斐
や
力
を
与

え
続
け
た
人
も
あ
り
ま
し
た
。幡
多

出
身
の
詩
人
大
江
満
雄
は
50
年
も
の

間
、
患
者
へ
の
詩
の
指
導
を
続
け
た

人
で
も
あ
り
ま
す
。（
四
万
十
河
畔
に

詩
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
）。

　

無
知
ほ
ど
こ
わ
い
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
。
熊
本
地
裁
の
判
決
で
、
よ

う
や
く
国
が
謝
罪
し
た
の
が
僅
か

十
年
前
で
す
。患
者
に
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、出
身
地
域
ま
で
も
差
別
し

て
き
た
私
た
ち
も
、心
か
ら
深
く
詫

び
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

四
万
十
市
人
権
啓
発
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
衞

お
誕
生

　

お
め
で
と
う

お
誕
生

　

お
め
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と
う
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駄
場
 

徠
稀
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内
 

柊
馬

田
 

望
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本
田
 

桃
子

吉
本
 

煌
月

野
村
 

怜
生

山
口
 

瞳

濱
口
 

小
由
紀

祖
父
江
 

夢
来

一
藤
 

圭
吾

笹
原
 

榮
翔

村
上
 

怜

坂
本
 

爽
志

藤
倉
 

恵
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横
山
 

花

尾
﨑
 

葉
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山
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陸
人

橋
本
 

彩
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松
田
 

彩
葉

敷
地
 

智
夜

沖
本
 

慶
吾

ら
い
き

と
う
ま

み
つ
き

も
も
こ

ら
い
と

れ
い

ひ
と
み

こ
ゆ
き

ゆ
ら

け
い
ご

え
い
と

れ
い

そ
う
し

け
い
す
け

は
な

は
る

り
く
と

さ
ら

い
ろ
は

と
も
や

け
い
ご

祐
斗 

陽崇
幸

次
郎

征
四
郎

祐
樹 

信
也

雅
幸

祐
二

将
文

翔
也

隆
志

義
人

大
介

一
平

翔
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茂
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正
和

翔
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一
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（
平
成
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５
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分
ま
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平
成
27
・
1
・
５
届
出
分
ま
で
）

ご
冥
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お
祈
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ま
す 

      

中
村
山
手
通

中
村
弥
生
町

中
村
東
下
町

中
村
丸
の
内

中
村
桜
町

中
村
本
町

中
村
京
町

中
村
一
条
通

中
村
一
条
通

中
村
東
町

右
山
天
神
町

右
山
天
神
町

中
村
丸
の
内

古

津

賀

古

津

賀

古

津

賀

古

津

賀

古

津

賀

古

津

賀

具

同

具

同

具

同

渡

川

渡

川

国

見

磯

ノ

川

津

蔵

渕

初

崎

92868289824297958572879191878578928679928572877592979194

中
村
弥
生
町

中
村
新
町

右

山

右
山
元
町

角

崎

安

並

安

並

安

並

麻

生

具

同

具

同

具

同

渡

川

渡

川

赤

松

町

実

崎

井

沢

蕨

岡

乙

蕨

岡

乙

大

屋

敷

西
土
佐
西
ケ
方

住
　

所

保
護
者

赤
ち
ゃ
ん

住
　

所

享
　

年

（
満
年
齢
）

氏
　
　

  

名

「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」
、「
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
ま
す
」の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
に

つ
い
て
は
、家
族
の
方
に
確
認
し
た
う
え

で
掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

（
本
庁
）市
民
課
　

（
３
４
）１
１
１
３

ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

藤
田
 

克
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岡
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内
 

桓
子
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津
　
 

澄
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西
村
 

大

渡
邊
 

ヤ
ス
子

松
本
 

伸
夫

小
川
 

ツ
ル
子

今
城
 

亨

岡
山
 

歌
子

宮
﨑
 

忠
美

笹
木
 

ヨ
シ
コ

畠
内
 

茂
猪

初

崎

鍋

島

双

海

蕨

岡

甲

田
野
川
乙

手

洗

川

三

里

大

屋

敷

住

次

郎

竹

屋

敷

西
土
佐
奥
屋
内

西
土
佐
奥
屋
内

西
土
佐
奥
屋
内

西
土
佐
大
宮

西
土
佐
江
川
﨑

西
土
佐
江
川
﨑

西
土
佐
用
井

西
土
佐
用
井

8489859369888887788283738810388878892

澤
田
 

利
雄

小
松
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郎
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實
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本
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原
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こ
く
じ
ょ
く

ら
い

し
に
ょ
う

わ
ず

く

ち
じ
ょ
く

ち
ょ
う
か
い
け
ん
そ
く

　高知地方法務局では、1月5日から登
記手続相談の予約制のサービスを開
始しています。
　登記手続相談を利用される場合は、
あらかじめ電話で相談の予約をお願
いします。なお、相談時間は30分以内
とし、相談料は無料です。

【予約・問い合わせ先】
高知地方法務局　四万十支局

☎（34）1603

登記手続相談予約制
サービスの開始について
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市民のひろば市民のひろば

国際ソロプチミスト幡多
　2014.7～2015.6会長　オルガ・カストリジョン

国際ソロプチミスト幡多国際交流国際ソロプチミスト幡多国際交流国際ソロプチミスト幡多国際交流

（
注
）

　

昨
年
11
月
29
日
〜
12
月
７
日
に
高
知
県
内
の
低
学
年

チ
ー
ム
を
対
象
と
す
る
「
第
６
回
宿
毛
市
長
旗
争
奪
第

９
回
ス
ク
ス
イ
カ
ッ
プ
低
学
年
軟
式
野
球
交
流
会
」（
26

チ
ー
ム
参
加
）が
宿
毛
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
土
佐
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
お
よ
び
八
束
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
は
、と
も
に
低
学
年
の
人
数
が
少
な
く
単
独
参
加
が

で
き
な
い
た
め
連
合
で
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
が
、試
合

で
は
連
合
チ
ー
ム
と
思
え
な
い
よ
う
な
抜
群
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
見
せ
て
見
事
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

普
段
は
別
の
チ
ー
ム
で
活
動
す
る
子
ど
も
た
ち
で
す

が
、
す
ぐ
に
仲
良
く
な
り
力
を
合
わ
せ
て
試
合
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
大
会
で
の
貴
重
な
経
験
を

今
後
の
取
り
組
み
に
活
か
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
西
土
佐
・
八
束
保
護
者
一
同
）

刈
谷
　

清
聖（
八
束
小
４
年
）

山
本
　

秀
虎（
八
束
小
４
年
）

松
岡
　

吏
生（
西
土
佐
小
４
年
）

村
尾
　

悠
大（
西
土
佐
小
４
年
）

川
添
　

楓
季（
八
束
小
２
年
）

川
添
　

遥
斗（
八
束
小
４
年
）

阿
部
　

圭
志（
西
土
佐
小
１
年
）

三
石
　

史
弥（
西
土
佐
小
４
年
）

菊
地
　

藍
蓮（
西
土
佐
小
２
年
）

谷
田
　

成
哉（
八
束
小
４
年
）

前
田
　

廉
　

（
竹
島
小
４
年
）

前
田
　

陸
　

（
竹
島
小
２
年
）

市
川
倖
太
郎（
西
土
佐
小
２
年
）

林
　
　

大
心（
西
土
佐
小
４
年
）

か
り
や
　

せ
い
し
ょ
う

や
ま
も
と  

ひ
で
と
ら

ま
つ
お
か
　

り
お

む
ら
お
　

ゆ
う
だ
い

か
わ
ぞ
え  

ふ
ぶ
き

か
わ
ぞ
え  

は
る
と

あ
べ
　
　
　

け
い
し

み
つ
い
し
　

ふ
み
や

き
く
ち
　

  

あ
れ
ん

た
に
だ
　

  

せ
い
や

ま
え
だ
　

 

れ
ん

ま
え
だ
　

 

り
く

い
ち
か
わ
こ
う
た
ろ
う

は
や
し 　

た
い
し
ん

報　告報　告

　国際ソロプチミスト幡多は、11月30日に新ロイヤルホテル四万十において､第13回国際交流会を開催しま

した。毎年、着物や袴を着たり、生け花・書道・茶道・お琴・押し花など日本文化に触れていただき、外国の方々

と交流を深めております。

　今回で13回目になり、ＡＬＴ(幡多地区在住の英語指導

者）12人、ソロプチミスト会員12人が参加し生け花に挑戦、

その後は日本語と英語の伝統的な歌を歌い楽しい時間を過

ごしました。

　幡多地区の子どもたちに教える外国の方々と交友関係を

持つことは国際ソロプチミストの貴重な活動の一つです。

　

竹
屋
敷
の
中
心
地
に
あ

る
「
こ
う
や
く
う
り
ば
」

は
、
喫
茶
兼
食
堂
で
美
人

（
自
称
）
の
山
脇
さ
ん
と
今

城
さ
ん
の
二
人
で
作
っ
て

く
れ
る
安
く
て
お
い
し
い

コ
ー
ヒ
ー
と
食
事
を
食
べ

さ
せ
て
く
れ
る
店
で
す
。

　

「
こ
う
や
く
う
り
ば
」
の

い
わ
れ
は
、
よ
う
だ
い
を

こ
く
場
所
だ
そ
う
で
、
地

域
の
方
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。店
に
行
く
と
に

ぎ
や
か
な
大
き
な
声
が
響
い
て
い
ま
す
が
、そ
れ
で
も
始

め
た
15
年
前
と
比
べ
る
と
少
な
く
な
っ
た
と
指
を
折
り

な
が
ら
話
す
声
は
さ
す
が
に
ト
ー
ン
が
下
が
り
ま
す
。

　

二
人
は
四
万
十
市
で
は
珍
し
い
く
ら
い
俗
に
い
う
、

言
葉
に
衣
を
着
せ
な
い
話
し
方
で
誰
に
で
も
ズ
バ
ッ
と

言
い
ま
す
の
で
、
私
も
初
め
て
の
時
は
少
し
驚
き
ま
し

た
が
、
今
で
は
声
を
聴
か
な
い
と
元
気
が
で
な
い
気
が

す
る
か
ら
不
思
議
で
す
。

　

日
・
月
・
祝
日
は
休
み
で
す
が
、
普
段
は
７
時
か
ら
13

時
ま
で
や
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
う
だ
い
を
こ
き
に
き

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

注：

「
よ
う
だ
い
を
こ
く
」と
は
世
間
話
や
ら
何
で
も
話
を

　
　

す
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

「
こ
う
や
く
う
り
ば
」愛
好
会
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有料広告掲載スペース

広報

広報

㈲夕部設備

西南管工

㈱奥宮工業

㈲大同設備

㈲山下建設

豚座建設㈱

㈲平野水道

溝渕設備

森下住宅器機

土居水道工事店

中村水道工事センター

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

（

（

（

（

（

（

（

（

（
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土

日

土

日

水

土

日

土

日

土

日

1月31日

2月 1日

7日

8日

11日

14日

15日

21日

22日

28日

3月 1日

☎（

☎（

☎（

☎（

☎（

☎（

☎（

☎

☎（

☎（

☎（

水道の使用を開始・中止するときは…
引っ越しなどで水道の使用を開始、中止または使用者の名義を変
更するときは、事前に下記までご連絡をお願いします。

市民病院

小原外科胃腸科

大野内科

市民病院

山下整形外科

市民病院

）

）

）

）

）

）

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日

日

水

日

日

日

月

月

2

3

1

8

11

15

22

1

☎（ 3 4 ）2 1 2 6

☎（ 3 5 ）0 1 0 8

☎（ 3 7 ）5 2 8 1

☎（ 3 4 ）2 1 2 6

☎（ 3 4 ）0 5 1 1

☎（ 3 4 ）2 1 2 6

※当番については変更になる場合がありますので、各医療機関へ
　事前に電話でお問い合わせください。
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１
月
３
日
の
「
新
春
は

し
り
ぞ
め
」（
Ｐ
10
）
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
元
気
よ

く
と
び
だ
し
て
い
き
ま
し

た
が
、
昨
年
ま
で
の
運
動

不
足
が
た
た
っ
て
、
つ
い

て
い
け
ず
。
１
周
約
１
２

０
０
ｍ
の
コ
ー
ス
を
走
り

き
る
の
も
大
変
で
し
た
。

今
年
こ
そ
は
、
こ
の
運
動

不
足
を
解
消
し
た
い
も
の

で
す
。

　

ま
ず
は
、
寒
さ
に
打
ち

か
っ
て
、
家
を
で
る
こ
と

か
ら
始
め
た
い
と
思
い
ま

す
。

正

「広報四万十」3月号は2月25日(水)発送予定です「広報四万十」3月号は2月25日(水)発送予定です「広報四万十」3月号は2月25日(水)発送予定です

2月実施の統計調査

調　査　名 該当地区
家計調査 丸の内、桜町、本町、京町、東町3丁目

京町3丁目、新町3丁目、於東町、
東町1丁目（2月 名簿調査）

具同、西土佐大宮、右山五月町

労働力調査

毎月勤労統計調査（二種）

商業動態統計調査

古津賀  （2月　   準備調査）
　　 　 （3～６月 実地調査）

【問い合わせ先】
（県）総務部 統計課　☎088(823)9344

四万十市急患センター（月～金）
午後6時～午後9時（受付：午後8時45分まで）　
内科（小学生以上）　☎（34）2399（診療時間内）
※保険証、受給者証等を忘れずにお持ちください。
（市民病院とは別の医療機関になります）
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090(6882)1395

【問い合わせ・連絡先】（本　　庁) 上下水道課　☎（34)1711
（総合支所）産業建設課　☎（52)1111
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